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目　

次

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

一　

本
稿
の
位
置
づ
け
と
課
題

　

二　

本
稿
の
構
成

Ⅱ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求

│
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
│

　

一　

前
提
と
な
る
こ
と
が
ら

　

二　

賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
裁
判
例

田　
　

中　
　

英　
　

司

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

│
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
判
断
枠
組
み
の
再
構
成
を
模
索
す
る
│



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二

　
　

１　

基
本
と
な
る
裁
判
例
（
以
上
、
四
五
巻
三
・
四
合
併
号
）

　
　

２　

賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

　
　
　

(

１)　

純
粋
に
個
人
的
な
人
生
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　
　
　

(

２)　

経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
（
以
上
、
四
六
巻
二
号
）

　
　
　

(

３)　

家
族
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　
　
　

(

４)　

そ
の
他
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

Ⅲ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶

　
　

│
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
│

　

一　

基
本
と
な
る
裁
判
例

　

二　

賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

Ⅳ　

総
括
と
日
本
法
へ
の
示
唆
（
以
上
、
本
巻
本
号
）
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Ⅱ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求

　
　

─
賃
借
人
の
「
正
当
な
利
益
」
─

　

二　

賃
借
人
の
「
正
当
な
利
益
」
を
め
ぐ
る
裁
判
例

　

２　

賃
借
人
の
「
正
当
な
利
益
」
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

　

(

３)　

家
族
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　

第
三
の
類
型
は
、
賃
借
人
の
側
に
、
家
族
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

　

第
三
の
類
型
の
典
型
は
、
賃
借
人
の
側
に
、
家
族
的
な
観
点
か
ら
、
賃
借
人
の
兄
弟
姉
妹
、
両
親
等
が
当
該
賃
借
住
居
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
必
要

性
が
生
じ
た
場
合
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
三
月
二
一
日
判
決

︶
111
︵

は
、
賃
借
人
が
、
住
居
に
つ
い
て
の
困
窮
状
態
に
陥
っ
た
姉
妹
を
援
助
す
る

た
め
に
、
当
該
姉
妹
に
本
件
住
居
の
一
部
を
使
用
さ
せ
た
か
っ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
﹁
近
い
関
係
の
成
年
の
構
成
員
が
困
窮
に
陥
り
、
賃
借

人
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
倫
理
的
に
（
当
該
構
成
員
を
）
援
助
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
﹂

︶
112
︵

、
本
件
住
居
の
一
部
の
転
貸
借
に
つ
い

て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
、
と
判
断
し
た
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

四

　

そ
の
ほ
か
、
次
の
二
つ
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
も
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

︻
14
︼
カ
ッ
セ
ル
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
一
月
一
五
日
決
定)113

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
は
、
三
つ
の
部
屋
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
台
所
、
浴
室
、
お
よ
び
、
地
下
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
被
告
ら
に
賃
貸
し
て
い
た
。
被

告
ら
は
、
一
九
八
七
年
の
終
わ
り
に
、
被
告
・
１
の
兄
弟
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
。
原
告
は
、
被
告
ら
に
対
し
て
、
被
告
・
１
の
兄
弟
を
こ
れ

以
上
本
件
住
居
に
居
住
さ
せ
な
い
よ
う
に
請
求
し
た
う
え
で
、
一
九
八
八
年
五
月
一
七
日
付
け
で
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
即
時
に
解
約
告
知
し

た
。

　

②
決
定
理
由

　

地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
賃
借
人
の
兄
弟
は
B
G
B
旧
五
四
九
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
第
三
者
と
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ど
う
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
の
、
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
三
年
一
一
月
二
九
日
決
定

︶
114
︵

と
の
関
係
を
、
次
の
よ
う
に

確
認
し
た
。

　

﹁
確
か
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
三
年
一
一
月
二
九
日
決
定
に
よ
る
と
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
、
通
常
、
自
己

の
兄
弟
を
継
続
し
て
当
該
賃
借
住
居
に
受
け
入
れ
る
権
限
は
な
い
。
し
か
し
、
当
該
決
定
に
お
い
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
そ
れ
と

と
も
に
、
賃
借
人
が
、
権
限
の
な
い
使
用
の
委
譲
で
あ
る
こ
と
に
依
拠
し
た
解
約
告
知
に
対
し
て
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
に
も
と
づ
く
許
可
が
賃

借
人
に
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
抗
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
否
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
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五

し
た
﹂︶

115
︵

。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
被
告
・

１
の
兄
弟
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
賃
借
人
ら
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
し
か
し
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
被
告
ら
は
、
一
九
八
七
年
の
終
わ
り
に
、
被
告
・
１
の
兄
弟
が
妻
と
別
居
し
た
後
に
お
け
る
家
族
的
な
問
題

に
も
と
づ
い
て
、
被
告
・
１
の
兄
弟
を
一
時
的
に
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
、
と
申
し
立
て
た
。
原
告
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
こ
の
よ

う
な
申
立
て
は
、
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由
は
、
本
件
住
居
に
つ
い
て
の
共
同
占
有
の
委
譲
の
た
め

の
許
可
の
付
与
に
つ
い
て
、
被
告
ら
の
正
当
な
利
益
を
基
礎
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
（
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
〇
月
三
日
決
定)116

(

参
照
）
。
当

該
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
賃
借
人
が
第
三
者
と
と
も
に
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を
形
成
し
た
い
場
合
に
も
、
自

己
の
私
的
な
生
活
を
自
己
の
四
つ
の
壁
の
な
か
で
自
己
の
考
え
に
も
と
づ
い
て
形
成
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
、
賃
借
人
の
自
由
な
決
定
に
属
す

る
、
と
論
じ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
任
意
の
種
類
の
共
同
体
に
向
け
て
の
願
望
が
、
正
当
な
利
益
と
み
な
さ
れ
う
る
こ
と
を
意

味
し
な
い
﹂)117

(

。

　

︻
15
︼
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
七
年
一
〇
月
六
日
決
定)118

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

夫
婦
で
あ
っ
た
被
告
・
１
お
よ
び
２
は
、
一
九
八
四
年
七
月
三
一
日
付
け
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
当
時
の
所
有
権
者
か
ら
、
本
件

一
家
族
用
住
宅
を
賃
借
し
て
い
た
。
賃
料
は
、
当
時
、
一
五
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
被
告
ら
は
、
当
時
、
一
〇
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

六

面
積
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
宅
に
、
三
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
居
住
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
経
過
す
る
な
か
で
、
被
告
ら
は
、

所
有
権
者
の
同
意
を
得
て
、
屋
階
を
改
修
し
た
た
め
、
三
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
が
追
加
さ
れ
た
。
当
該
屋
階
は
、
被
告
ら
の
一
番
上
の
娘

に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
三
年
に
被
告
ら
の
娘
が
当
該
屋
階
を
引
き
払
っ
た
後
、
被
告
ら
は
、
当
該
屋
階
を
、
恒
常
的
な
使
用
の
た

め
に
、
被
告
の
両
親
、
す
な
わ
ち
、
被
告
・
３
お
よ
び
４
に
委
譲
し
た
。
被
告
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
被
告
の
両
親
に
対
す
る
被

告
の
扶
養
義
務
の
枠
組
み
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
被
告
の
両
親
は
、
父
親
の
わ
ず
か
な
年
金
に
か
ん
が
み
て
、
固
有
の
住
居
を
賃
借

す
る
余
裕
が
な
く
、
父
親
は
、
糖
尿
病
お
よ
び
視
力
の
低
下
に
苦
し
み
、
世
話
を
必
要
と
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
原
告
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
所

有
権
者
は
、
一
九
九
五
年
七
月
に
は
じ
め
て
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
知
っ
た
。
所
有
権
者
は
、
被
告
の
両
親
に
よ
る
本
件
住
宅
の
使
用
を
警
告
し
、

両
親
の
退
去
を
要
求
し
た
が
、
被
告
ら
は
、
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
所
有
権
者
は
、
一
九
九
五
年
九
月
二
二
日
付
け
の
書
面
を

も
っ
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
即
時
に
解
約
告
知
し
、
本
件
住
宅
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
訴
え
を
棄
却
し
た
。
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
の
両
親
の
場
合
、
賃
借
人
ら
が
、
扶
養
を
与
え
る
と
い
う
枠
組
み
に
お
い
て
、

本
件
住
宅
の
共
同
使
用
を
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
も
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
の
構
成
員
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
、
と
い
う
理
由
で

あ
っ
た
。
裁
判
上
の
手
続
き
の
間
に
、
元
々
の
所
有
権
者
は
、
本
件
住
宅
の
所
有
権
を
原
告
ら
に
譲
渡
し
た
。

　

原
告
ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
、
本
件
住
宅
の
明
渡
し
を
さ
ら
に
請
求
し
た
。
原
告
ら
は
、
賃
借
人
の
両
親
は
、
賃
借
人
ら
が
本
件
住
宅
の

共
同
使
用
を
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
の
構
成
員
に
属
し
な
か
っ
た
し
、
賃
借
人
ら
は
、
本
件
住
宅
に
両
親
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
許
可
に
対
す
る
請
求
権
も
有
し
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。
地
方
裁
判
所
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
地
方
裁
判
所
に
次
の
法
的
問
題
を

提
出
し
た
。
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七

　

す
な
わ
ち
、
﹁
１　

賃
借
人
が
、
両
親
に
対
し
て
、
扶
養
義
務
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
、
継
続
し
て
、
賃
借
し
て
い
た

一
家
族
用
住
宅
に
両
親
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
賃
借
物
に
つ
い
て
の
独
立
し
て
い
な
い
共
同
使
用
を
意
味
す
る
か
。

　

２　

賃
借
人
は
、
扶
養
の
必
要
な
両
親
に
対
し
て
扶
養
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
両
親
と
と
も
に
継
続
し
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
住
居
共
同
体
を

築
き
た
い
場
合
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
に
も
と
づ
い
て
、
第
三
者
と
し
て
の
両
親
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を
有
す
る
か
﹂)119

(

、
と
い
う

法
的
問
題
で
あ
っ
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
の
両
親
の
場
合
、
た
と
え
本
件
の
よ
う
に
定
員
超
過
が
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
も
、
賃
貸
人
の
許
可
な
し
に
本
件
住
宅
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
正
当
化
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
う
る
と

こ
ろ
の
人
々
に
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い
。
賃
貸
人
は
、
何
の
問
題
も
な
く
、
両
親
の
受
入
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
他
の
共
同
賃
借
人
に
と
っ
て
も
、
そ
の
両
親
の
受
入
れ
の
た
め
の
許
可
が
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
結
果
、

賃
貸
人
は
、
最
終
的
に
、
本
件
住
宅
に
四
人
の
さ
ら
な
る
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
許
容
す
る
よ
う
に
強
要
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
で

あ
っ
た
。

　

②
決
定
理
由

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
地
方
裁
判
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
右
の
法
的
問
題
に
お
い
て
は
、
地
方
裁
判
所
に
と
っ
て
、
次
の
二

つ
の
問
題
が
重
要
で
あ
っ
た
、
と
整
理
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
﹁
一
方
に
お
い
て
、
賃
借
し
て
い
た
本
件
一
家
族
用
住
宅
に
賃
借
人
の
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
両
親
が
B
G
B
五
四
九
条
一

項
の
意
味
に
お
け
る
﹃
第
三
者
﹄
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
賃
借
人
が
そ
の
た
め
に
最
初
か
ら
賃
貸
人
の
許
可
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
結
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八

果
を
と
も
な
っ
て
、
契
約
に
し
た
が
っ
た
賃
借
物
の
使
用
に
あ
た
る
か
ど
う
か
﹂)120

(

、
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
第
一
の
問
題
）
。

　

ま
た
、
﹁
他
方
に
お
い
て
、
第
一
の
問
題
が
否
定
さ
れ
る
場
合
、
賃
借
人
は
、
賃
借
し
て
い
た
本
件
目
的
物
に
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
正
当
な
利
益
を
有
す
る
か
ど
う
か
﹂)121

(

、
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
第
二
の
問
題
）
。

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
に
問
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
第
一
の
問
題
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　

ま
ず
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
裁
判
例
お
よ
び
学
説
に
よ
る
と
、
賃
借
人
が
、
ご
く
近
親
の
家
族
構
成
員
を
当
該
賃
借
住
居
に
受
け
入
れ
る
た
め

に
は
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
人
の
許
可
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
賃
借
人
の
両
親
が
、
こ
の
よ
う
な
家
族
構
成
員
に
属
す
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
裁
判
例
お
よ
び
文
献
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
が
、
ご
く
近
親
の
家
族
構
成
員
、
そ
の
世
帯
に
属
す
る
使
用
人
、
お
よ
び
、
自
己
の
世
話
の
た
め

に
必
要
と
す
る
人
々
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
賃
貸
人
の
許
可
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

は
、
B
G
B
五
四
九
条
一
項
一
文
の
意
味
に
お
け
る
第
三
者
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
家
族
構
成
員
に
関
し
て
は
、
個
別
的
に
、
ど
こ
に
そ
の
限
界

が
引
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
は
、
最
終
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
議
論
の
余
地
も
な
く
、
配
偶
者
、
お
よ
び
、
共
通
の
子
供

ら
は
、
特
権
を
与
え
ら
れ
た
人
々
の
範
囲
に
属
す
る
。
通
常
、
賃
借
人
ま
た
は
賃
借
人
の
配
偶
者
の
継
子
、
同
じ
く
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
賃
借
人

の
孫
も
ま
た
、
特
権
を
与
え
ら
れ
た
人
々
の
範
囲
に
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
賃
借
人
の
兄
弟
姉
妹
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
の
義
姉
妹
は
、
数
え
ら

れ
な
い
。
・
・
・
・
こ
の
問
題
は
、
賃
借
人
の
両
親
に
関
し
て
、
・
・
・
・
こ
れ
ま
で
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁

判
所
は
、
賃
借
人
の
姑
は
、
特
権
を
与
え
ら
れ
た
人
々
の
範
囲
に
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
た
﹂)122

(

。

　

次
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
第
一
の
問
題
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
当
該
賃
借
住
居
を
使
用
す
る
権
限
が
あ
る
人
々
の
範
囲
に



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

九

関
す
る
明
確
な
合
意
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
契
約
解
釈
の
問
題
で
あ
り
、
個
々
の
事
案
の
状
況
に
依
存
す
る
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う

な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
・
・
・
・
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
が
、
当
該
賃
借
物
を
使
用
す
る
権
限
が
あ
る
人
々
の
範
囲
に
関
す
る
明
確
な
定
め
を
含
ん
で
い
な
い
場
合
、

当
該
問
題
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
し
た
が
い
、
取
引
の
慣
行
を
考
慮
し
て
（
B
G
B
一
五
七
条
）
、
解
釈
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

し
た
が
っ
て
、
提
出
さ
れ
た
問
題
は
、
契
約
解
釈
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
当
該
問
題
の
答
え
は
、
個
々
の
事
案
の
状
況
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え

ら
れ
る
。
賃
借
人
の
両
親
が
B
G
B
五
四
九
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
第
三
者
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
一
般
的
な
答
え
に
な
じ
ま
な

い
﹂)123

(

。

　

最
後
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
第
一
の
問
題
が
、
契
約
解
釈
の
問
題
で
あ
り
、
個
々
の
事
案
の
状
況
に
依
存
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
敷
衍
し
て
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
の
問
題
に
答
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
っ
た
。

　

﹁
・
・
・
・
今
日
の
実
際
の
諸
関
係
に
よ
る
と
、
通
常
、
住
居
は
、
い
わ
ゆ
る
核
家
族
、
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
ま
た
は
賃
借
人
ら
、
な
ら
び
に
、

そ
の
配
偶
者
お
よ
び
子
供
ら
に
よ
る
使
用
の
た
め
に
賃
借
さ
れ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
賃
借
人
ま
た
は
賃
借
人
ら
の

両
親
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
問
題
は
、
特
別
な
理
由
な
し
に
は
、
契
約
締
結
者
の
考
慮
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
部
は
、
賃

借
人
の
両
親
は
、
一
般
に
、
い
わ
ば
当
然
に
当
該
住
居
を
共
同
で
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
き
わ
め
て
緊
密
な
家
族
構
成
員
の
範

囲
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ま
で
に
、
一
般
的
な
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
国
民
の
大
部
分
は
、
そ
の
た
め

に
必
要
性
が
存
在
し
、
た
と
え
ば
、
成
人
し
た
子
供
ら
が
（
当
該
住
居
を
）
引
き
払
っ
た
後
、
十
分
な
場
所
が
存
在
す
る
場
合
、
両
親
を
自
己
の
住
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一
〇

居
に
、
そ
れ
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
緊
密
な
住
居
共
同
体
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
適
切
で
当
然
で
あ
る
、
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　

立
法
者
も
ま
た
、
子
孫
の
扶
養
義
務
の
可
能
性
（
B
G
B
一
六
〇
一
条
）
が
示
す
よ
う
に
、
両
親
に
対
す
る
特
別
な
近
し
い
関
係
か
ら
出
発
す

る
。
当
該
家
族
の
住
居
共
同
体
に
賃
借
人
の
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
異
例
の
こ
と
で
も
な
い
。
特
に
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
々
が
問

題
で
あ
り
、
世
話
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
介
護
保
険
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
、
こ
の
よ
う
な

形
態
の
世
話
を
支
援
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
家
族
に
よ
る
使
用
の
た
め
に
賃
借
さ
れ
、
そ
の
間
取
り
に
よ
る
と
、
よ
り
大
人
数
に
よ
る
使
用
に
適

し
て
い
る
と
こ
ろ
の
住
居
に
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
、
当
該
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
の
際
に
ほ
ど
遠
い
展
開
で
も
な
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賃
借
人
の
両
親
が
、
具
体
的
な
使
用
賃
貸
借
契
約
に
関
し
て
、
B
G
B
五
四
九
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
第
三
者
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
の
答
え
は
、
決
定
的
に
、
よ
り
詳
し
い
状
況
、
特
に
、
当
該
住
居
の
種
類
お
よ
び
広
さ
、
な
ら
び
に
、
さ
ら
な
る
人
々
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
当
該
住
居
へ
の
人
員
配
置
お
よ
び
当
該
住
居
の
適
性
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
﹂)124

(

。

　

他
方
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
第
二
の
問
題
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
事
案
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
場

合
、
賃
借
人
は
、
当
該
賃
借
住
居
に
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
有
す
る
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
賃
借
人
の
正
当
な
利
益
は
、
提
出
さ
れ
た
問
題
に
お
い
て
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
に
お
い
て
、
・
・
・
・
一
般
に
肯
定
さ
れ
る
。
賃

借
人
と
親
密
な
間
柄
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
き
わ
め
て
狭
い
意
味
に
お
け
る
家
族
に
所
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
の
場
合
、
す

で
に
、
一
般
に
、
通
常
、
当
該
住
居
に
そ
れ
ら
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
正
当
な
利
益
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
が
、
B
G
B
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
よ
う
な
人
々
を
扶
養
す
る
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
ま
す
ま

す
妥
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
扶
助
を
必
要
と
す
る
両
親
の
場
合
、
そ
う
で
あ
り
う
る
。
援
助
を
必
要
と
す
る
両
親
を
子
供
ら
が
受
け
入
れ
る
こ
と
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一
一

は
、
社
会
的
な
理
由
か
ら
も
、
差
し
迫
っ
て
、
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
賃
借
人
が
両
親
に
対
し
て
援
助
を
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
両
親
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
正
当
な
利
益
が
肯
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
﹂)125

(

。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
裁
判
例
以
外
に
も
、
第
三
の
類
型
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
は
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
裁

判
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
判
決
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

︻
16
︼
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
判
決)126

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
ら
は
、
一
九
八
〇
年
六
月
九
日
付
け
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
か
ら
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
所
在
す
る
本
件
一
家
族
用
住
宅
を

賃
借
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
八
〇
年
八
月
一
日
に
始
ま
っ
た
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
が
始
ま
る
前
に
、
被
告
・
２
は
、

職
業
上
の
理
由
か
ら
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
職
場
を
受
け
入
れ
、
そ
の
結
果
、
彼
の
六
歳
の
息
子
と
と
も
に
、
本
件
住
宅
を
使
用
す
る
こ
と
を
意
図
し

な
か
っ
た
。

　

被
告
・
１
の
依
頼
に
も
と
づ
い
て
、
原
告
は
、
一
九
八
〇
年
八
月
二
六
日
に
、
被
告
・
２
が
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
ま
で
、
か
つ
、
遅
く
と
も

一
九
八
二
年
八
月
三
一
日
ま
で
、
婦
人
・
Ｒ
を
本
件
住
宅
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
許
可
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
告
・
１
は
、
一
九
八
一
年
六
月
一
二
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
・
２
が
最
終
的
に
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
を
意
図
し
な
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一
二

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
原
告
に
対
し
て
、
本
件
住
宅
の
一
部
を
婦
人
・
Ｍ
お
よ
び
そ
の
娘
に
転
貸
借
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
許
可
の
付

与
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婦
人
・
Ｍ
は
、
そ
の
娘
と
と
も
に
本
件
住
宅
に
居
住
し
、
そ
の
結
果
、
本
件
住
宅
は
、
今
や
、
三
人
の
成
人
ら
（
被

告
・
１
、
婦
人
・
Ｒ
、
お
よ
び
、
婦
人
・
Ｍ
）
、
お
よ
び
、
二
人
の
七
歳
の
子
供
ら
（
被
告
・
１
の
娘
、
お
よ
び
、
婦
人
・
Ｍ
の
娘
）
に
よ
っ
て

使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
原
告
は
、
婦
人
・
Ｍ
お
よ
び
そ
の
娘
が
本
件
住
宅
か
ら
退
去
す
る
よ
う
に
請
求
し
た
う
え
で
、
最
終
的
に
、
一
九
八
一
年

一
一
月
二
〇
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
ら
と
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
本
件
住
宅
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

②
判
決
理
由

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
・
２
が
最
終
的
に
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
を
意
図
し
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
に
お

い
て
、
被
告
・
１
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
母
親
と
し
て
、
他
の
人
と
と
も
に
共
同
で
、
子
供
ら
を
育
て
、
子
供
ら
の
世
話
を
す
る
た
め
に
、
婦
人
・

Ｍ
と
そ
の
娘
を
本
件
住
宅
に
受
け
入
れ
た
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
、
と
判
断
し

た
。

　

﹁
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
は
、
被
告
・
２
が
、
彼
の
子
供
と
と
も
に
、
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
を
最
終
的
に
も
は
や
意
図
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
点
に
見
て
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
裁
判
所
は
、
被
告
・
２
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
署
名
す
る
際
に
、
さ
し
あ

た
り
、
な
お
、
被
告
・
１
と
共
同
で
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
と
い
う
確
固
た
る
意
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
被
告
・
２
は
、
具
体

的
に
、
か
つ
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
特
別
な
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
最
終
的
に
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ

イ
ン
に
お
け
る
職
場
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
転
居
が
不
必
要
で
あ
っ
た
の
で
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あ
る
。

　

さ
ら
に
、
被
告
ら
の
申
立
て
に
よ
る
と
、
両
被
告
は
、
お
お
よ
そ
同
年
齢
の
子
供
ら
の
問
題
を
共
同
で
解
決
す
る
た
め
に
、
一
緒
に
生
活
し
た

か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
申
し
立
て
は
、
原
告
に
よ
っ
て
も
、
間
接
的
に
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
意

図
さ
れ
た
共
同
の
生
活
が
、
婚
姻
に
類
似
し
た
住
居
共
同
体
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
住
居
共
同
体
と
評
価
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
は
、
問
題
で
は
な
い
。
・
・
・
・

　

被
告
・
２
が
最
終
的
に
本
件
住
宅
に
も
は
や
利
益
を
有
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
や
一
九
八
一
年
の
春
に
原
告
に
通
知
さ
れ
た
あ
と
で
、
被
告
・

１
の
た
め
に
、
他
の
成
人
を
そ
の
子
供
と
と
も
に
本
件
住
宅
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
が
生
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
正
当
な
利
益

は
、
も
っ
ぱ
ら
、
婦
人
・
Ｒ
に
よ
る
使
用
に
関
す
る
時
間
的
に
期
限
づ
け
ら
れ
た
許
可
に
よ
っ
て
片
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

一
方
に
お
い
て
、
婦
人
・
Ｒ
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
婦
人
・
Ｒ
と
と
も
に
、
子
供
ら
の
共
同
の
世
話
と
い
う
目
的
が
達
成
さ
れ

う
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
・

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
て
、
婦
人
・
Ｍ
を
そ
の
子
供
と
と
も
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
被
告
ら
の
利
益
は
、
B
G
B
五
四
九
条

二
項
の
意
味
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
住
宅
の
場
合
、
子
供
ら
を
と
も
な
う
居
住
に
特
に
適
し
て
い
る
と
こ
ろ
の

広
々
と
し
た
一
家
族
用
住
宅
が
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
・
・
・
そ
れ
に
加
え
て
、
被
告
・
１
が
、
ひ
と
り
暮
ら

し
の
母
親
と
し
て
、
他
の
人
と
と
も
に
、
い
か
な
る
性
別
で
あ
る
か
は
重
要
で
な
い
が
、
子
育
て
の
諸
々
の
問
題
を
共
同
で
克
服
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
そ
の
こ
と
は
、
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
被
告
・
１
と
婦
人
・
Ｍ
の
子
供
ら
に
は
、
い
わ
ば
あ
る
家

族
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、
保
護
と
世
話
が
保
障
さ
れ
て
い
る
環
境
で
成
長
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
﹂)127

(

。
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四

　

右
の
よ
う
に
、
区
裁
判
所
は
、
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
、
﹁
も
っ
ぱ
ら
、
共
同
で
、
子
供
ら
を
育
て
、
子
供
ら

の
世
話
を
す
る
た
め
に
、
婦
人
・
Ｍ
と
一
緒
に
生
活
す
る
と
い
う
被
告
・
１
の
意
図
だ
け
で
十
分
で
あ
る
﹂)128

(

、
と
考
え
た
の
で
あ
る)129

(

。

　

(

４)　

そ
の
他
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合

　

第
四
の
類
型
は
、
賃
借
人
の
側
に
、
そ
の
他
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
の
三
つ

の
類
型
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
、
賃
借
人
の
側
に
、
当
該
賃
借
住
居
の
転
貸
借
に
つ
い
て
必
要
性
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
第
四
の
類
型
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

︻
17
︼
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
地
方
裁
判
所
一
九
七
九
年
五
月
一
五
日
判
決)130

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
ら
は
、
一
九
七
三
年
に
、
被
告
と
の
使
用
賃
貸
借
関
係
に
入
っ
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
は
、
そ
の
条
項
に
も
と
づ
い
て
、
転

貸
借
は
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
の
許
可
を
も
っ
て
の
み
許
容
し
う
る
、
と
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
八
年
二
月
に
、
原
告
ら
は
別
居
し
、
原
告
・
２

は
、
婚
姻
生
活
を
送
っ
て
い
た
本
件
住
居
か
ら
転
居
し
、
自
己
の
住
居
を
賃
借
し
た
。

　

原
告
ら
は
、
一
九
七
八
年
二
月
二
〇
日
に
、
被
告
に
対
し
て
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
被
告
は
、
一
九
七
八
年
三
月

一
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
一
九
七
八
年
三
月
一
七
日
付
け
の
書
面
を
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も
っ
て
、
原
告
ら
に
、
よ
り
狭
い
代
替
住
居
を
提
供
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
て
提
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
原
告
ら
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告

ら
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
判
決
理
由

　

地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
夫
婦
の
別
居
に
よ
っ
て
家
族
が
縮
小
し
た
結
果
、
本
件
住
居
の

空
間
の
一
部
が
空
い
て
い
る
場
合
、
そ
の
こ
と
だ
け
か
ら
も
、
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
、
原
告
ら
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
基
礎
づ
け
ら
れ
る
、
と

判
断
し
た
。
な
お
、
地
方
裁
判
所
は
、
被
告
に
よ
る
代
替
住
居
の
提
供
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
い
、
と
も
付
言
し

た
。

　

﹁
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
の
原
告
ら
の
正
当
な
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
後
に
生
じ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
正
当
な
利

益
は
、
一
九
七
八
年
二
月
に
お
け
る
原
告
ら
夫
婦
の
別
居
か
ら
結
果
と
し
て
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
益
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項

の
審
理
の
枠
組
み
に
お
い
て
も
、
正
当
と
認
め
る
に
値
す
る
。
経
済
的
な
理
由
も
、
個
人
的
な
理
由
も
、
特
に
、
家
族
の
縮
小
も
、
正
当
な
利
益
と

考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
、
も
っ
ぱ
ら
、
家
族
の
縮
小
か
ら
た
い
て
い
の
場
合
結
果
と
し
て
生
じ
る
経
済
的
な
変
化
が

考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
空
間
が
空
い
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
、
転
貸
借
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
基
礎
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
賃
借
人
ら
の
個
人
的
な
状
況
の
変
化
は
、
最
終
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
件
住
居
が
、
そ
の
現
在
の
広
さ

に
お
い
て
、
一
時
的
に
完
全
に
利
用
し
つ
く
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
十
分
で
あ
り
う
る
﹂)131

(

。
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一
六

　

︻
18
︼
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ
区
裁
判
所
一
九
八
四
年
一
月
六
日
判
決)132

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

本
判
決
は
、
や
や
特
殊
な
裁
判
例
で
あ
る
が
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
に
転
貸
借
を
許
可
し
た
後
、
当
該
転
借
人
が
、
さ
ら
に
、
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ

の
息
子
を
当
該
賃
借
住
居
の
一
部
に
受
け
入
れ
た
か
っ
た
場
合
、
転
貸
借
の
許
可
の
拡
張
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
が
争
点
と
な
っ
た
と
こ
ろ
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
で
あ
る
。

　

八
三
歳
の
被
告
は
、
四
五
年
前
か
ら
、
原
告
が
所
有
し
て
い
た
本
件
建
物
の
一
階
に
所
在
す
る
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
原
告
は
、
被
告
に

対
し
て
、
Ｋ
氏
へ
の
転
貸
借
を
許
可
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
三
年
九
月
一
日
、
原
告
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
し
に
、
転
借
人
の
将
来
の
妻
が
、
彼

女
の
息
子
と
と
も
に
、
八
〇
・
一
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
四
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
居
住
し
た
。
被
告
は
、
か
な
り

わ
ず
か
な
所
得
の
み
を
有
し
て
い
た
の
で
、
三
五
三
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
額
の
転
貸
借
の
収
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
転
借
人
の
伴
侶
、
お
よ

び
、
そ
の
息
子
が
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
転
借
人
も
ま
た
、
そ
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
状

況
で
あ
っ
た
。

　

被
告
は
、
特
に
、
現
在
の
転
借
人
が
、
被
告
の
健
康
が
そ
こ
な
わ
れ
て
い
た
た
め
に
も
、
す
べ
て
の
事
柄
に
お
い
て
被
告
を
援
助
し
て
い
た
し
、

さ
ら
に
、
現
在
の
転
借
人
が
退
去
し
た
場
合
、
同
じ
よ
う
に
個
人
的
に
被
告
の
世
話
を
す
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
転
借
人
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

は
思
え
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
被
告
が
Ｋ
氏
以
外
の
人
々
に
本
件
住
居
の
使
用
を
委
譲
す
る
権
限
は
な
い
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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一
七

　

②
判
決
理
由

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
が
本
件
転
貸
借
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
拡
張
さ
れ
た
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
被
告
は
、
本
件
住
居
の
さ
ら
な
る
一
部
を
、
被
告
の
転
借
人
の
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ
の
息
子
へ
と
委
譲
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
正
当
な
利
益
を

有
す
る
。
転
借
人
の
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ
の
息
子
が
本
件
住
居
に
居
住
し
て
は
な
ら
な
い
場
合
、
被
告
の
転
借
人
が
退
去
す
る
こ
と
は
、
議
論
の
余

地
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
当
然
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
被
告
は
、
本
件
転
貸
借
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
り
狭
い
住
居
に
転
居
す
る
こ
と
は
、
被

告
の
高
齢
、
お
よ
び
、
四
五
年
が
経
過
し
て
本
件
住
居
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
被
告
に
も
は
や
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

八
三
歳
の
婦
人
の
面
倒
を
見
る
心
構
え
の
あ
る
新
た
な
転
借
人
を
見
出
す
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
困
難
で
も
あ
ろ
う
。
現
在
の
転
借
人
が
被
告
を
援
助

し
て
い
た
こ
と
は
、
原
告
に
よ
っ
て
も
否
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
い
か
な
る
範
囲
で
そ
う
で
あ
る
か
と
い
う
点
は
、
不
確
定
で
あ
り
う

る
。
・
・
・
・

　

ま
た
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
拡
張
に
つ
い
て
の
被
告
の
正
当
な
利
益
は
、
Ｋ
氏
へ
の
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
の
後
は
じ
め
て
生

じ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
拡
張
に
つ
い
て
の
被
告
の
正
当
な
利
益
は
、
Ｋ
氏
が
、
将
来
の
妻
、
お
よ
び
、
そ
の
息
子
と
と

も
に
一
緒
に
居
住
し
た
か
っ
た
し
、
こ
の
こ
と
が
被
告
に
よ
っ
て
賃
借
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
お
い
て
可
能
で
な
か
っ
た
場
合
、
Ｋ
氏
が
退
去
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
た
と
き
は
じ
め
て
結
果
と
し
て
生
じ
た
の
で
あ
る
﹂)133

(

。

　

︻
19
︼
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
〇
年
五
月
一
六
日
判
決)134

(



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

一
八

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
は
、
一
九
七
五
年
に
、
被
告
か
ら
、
四
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
条
項

に
は
、
B
G
B
旧
五
四
九
条
に
対
応
し
た
規
整
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

原
告
は
、
一
九
八
九
年
八
月
一
〇
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
本
件
建
物
の
管
理
部
に
、
本
件
住
居
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
、
ひ
と
り
の
医

学
生
に
転
貸
借
す
る
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
本
件
建
物
の
管
理
部
は
、
一
九
八
九
年
八
月
二
二
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、

原
告
に
対
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
転
貸
借
を
禁
じ
た
。

　

原
告
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
、
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
有
す
る
。
原
告
は
、
は
じ
め
に
、
二

人
の
娘
ら
と
と
も
に
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
第
一
の
娘
は
、
二
年
半
前
に
退
去
し
、
第
二
の
娘
は
、
お
よ
そ
一
年
前
に
退
去
し
た
。
原
告

は
、
そ
れ
以
来
、
ひ
と
り
で
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
は
、
ど
ろ
ぼ
う
が
怖
い
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
二
度
、
本
件
住
居
に
ど
ろ
ぼ
う

が
押
し
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
の
人
が
さ
ら
に
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
る
な
ら
ば
、
原
告
は
、
よ
り
安
心
で
き
、
一
般
的
に
、
よ
り
快
適
で

あ
る
、
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
原
告
は
、
昨
年
、
失
業
し
、
そ
の
こ
と
は
経
済
的
な
損
失
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
主
張
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
、
原
告
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
存
在
し
な
い
。

本
件
住
居
は
、
原
告
に
は
あ
ま
り
に
広
く
な
っ
た
が
、
原
告
に
は
、
裁
判
外
で
、
よ
り
狭
い
住
居
が
、
本
件
建
物
の
管
理
部
か
ら
提
供
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
件
建
物
の
管
理
部
に
よ
っ
て
、
家
宅
侵
入
を
妨
げ
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
住
居
の
ド
ア
の
取
替
え

が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
家
宅
侵
入
は
も
は
や
生
じ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
家
宅
侵
入
は
、
医
学
生
が
、
講
義
、
演
習
に
参
加
す
る
の
を
常
と
す
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一
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る
と
こ
ろ
の
、
一
〇
時
か
ら
一
五
時
ま
で
の
時
間
帯
に
の
み
起
こ
っ
た
、
と
い
う
主
張
で
あ
っ
た
。

　

②
判
決
理
由

　

区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
二
人
の
娘
ら
の
退
去
の
後
本
件
住
居
に
ひ
と
り
で
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
比
較
的
高
齢
の

原
告
が
、
本
件
転
貸
借
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
確
保
で
き
、
さ
ら
に
、
自
己
の
孤
立
し
た
状
態
を
緩
和
で
き
る
と
い
う
場
合
、
転
貸
借

の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
本
件
訴
え
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
に
も
と
づ
い
て
、
根
拠
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
B
G
B
五
四
九
条
二
項
は
、
当
該
使
用
賃

貸
借
契
約
の
締
結
後
に
、
転
貸
借
の
た
め
の
正
当
な
利
益
が
生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
に
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
認
め

る
。
原
告
は
、
こ
の
よ
う
な
正
当
な
利
益
を
、
筋
の
通
り
、
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
説
明
（
主
張
）
し
た
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
、
本
件
住
居
に
お

い
て
、
も
は
や
ひ
と
り
で
生
活
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
原
告
は
、
社
会
に
お
い
て
、
よ
り
安
心
で

き
、
よ
り
快
適
で
あ
る
、
と
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
必
要
性
、
お
よ
び
、
孤
独
に
対
す
る
恐
れ
は
、
ま
さ
し
く
、
比
較
的
高

齢
の
人
々
に
と
っ
て
、
転
貸
借
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
問
題
に
な
り
う
る
。
原
告
の
正
当
な
利
益
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結

後
に
、
原
告
の
二
人
の
娘
ら
の
退
去
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
﹂)135

(

。

Ⅲ　

住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶

　
　

─
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
「
要
求
不
可
能
性
」
─



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二
〇

　

以
上
、
Ⅱ
に
お
い
て
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
に
関
す
る
裁
判
例
を
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
、
Ⅲ
に
お
い
て

は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
に
関
す
る
裁
判
例
の
考
察
に
入
る
こ
と
に
す
る
。

　

一　

基
本
と
な
る
裁
判
例

　

住
居
の
賃
貸
人
は
、
他
方
に
お
い
て
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
二
文
に
あ
た
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が

認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
賃
借
住
居
の
一
部
を
第
三
者
の
使
用
に
委
譲
す
る
た
め
の
許
可
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
は
じ
め
に
、

基
本
と
な
る
裁
判
例
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
の
解
釈
・
適
用
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
と
な
る
裁
判
例
は
、
こ
こ
で
も
、
す
で
に
Ⅱ

の
二
の
１
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
決
定
（
裁
判
例
︻
５
︼
）
、
お
よ
び
、
連
邦
通
常
裁

判
所
一
九
八
四
年
一
〇
月
三
日
決
定
（
裁
判
例
︻
６
︼
）
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

裁
判
例
︻
５
︼
、
お
よ
び
、
裁
判
例
︻
６
︼
の
事
案
の
概
要
と
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
１
に
お
い
て
確
認
し
た
の
で
、
こ
こ
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
定
理
由
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
の
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
ら
を
た
ど
っ
て
お
く
こ

と
に
し
た
い
。

　

ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
の
諸
々
の
利
益
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い

う
概
念
に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
、
賃
貸
人
は
、
当
該
転
貸
借
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
関
し
て
、
説
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二
一

明
（
主
張
）
責
任
と
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
（
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
、
お
よ
び
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
）

以
外
の
理
由
は
、
賃
貸
人
の
著
し
い
利
益
が
関
係
す
る
場
合
に
の
み
考
慮
さ
れ
う
る
こ
と
、
お
よ
び
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が

認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
に
依
存
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述

で
あ
る
。

　

﹁
・
・
・
・
賃
貸
人
の
諸
々
の
利
益
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
の
除
外
条
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
じ
め
て
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
枠
組
み
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
賃
借
人
に
よ
る
第
三
者
の
受
入
れ
が
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
賃
貸
人
に
と
っ

て
有
利
な
結
果
に
な
る
と
こ
ろ
の
、
利
益
の
比
較
衡
量
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
賃
貸
人
は
、
こ
れ
に
関
し
て
、
説
明
（
主
張
）
責
任
と
立
証
責
任

を
負
う
。

　

要
求
不
可
能
性
は
、
B
G
B
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
そ
の
住
居
に
過
度
に
人

員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、
存
在
す
る
。
B
G
B
に
お
い
て
規
定
上
の
例
と
し
て
言
及
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
要
求
不
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ

れ
以
外
の
要
求
不
可
能
性
は
、
賃
貸
人
の
著
し
い
利
益
が
関
係
す
る
場
合
に
の
み
、
同
じ
く
考
慮
さ
れ
う
る
と
い
う
結
論
を
認
め
る
。
こ
れ
ら
の
要

件
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案
の
状
況
に
し
た
が
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
う
る
﹂)136

(

。

　

次
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
あ
ま
り
に
容
易
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
を
、
二

つ
の
点
か
ら
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
﹁
当
該
第
三
者
が
、
す
で
に
契
約
締
結
時
に
、
賃
貸
人
が
彼
ら
の
受
入
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
人
々
の
範
囲
に
属
さ
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
す
で
に
、
要
求
不
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
﹂)137

(

、
と



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二
二

い
う
論
述
、
第
二
に
、
﹁
・
・
・
・
第
三
者
の
受
入
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
当
該
住
居
の
高
め
ら
れ
た
損
耗
は
、
は
じ
め
か
ら
、

B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
の
意
味
に
お
け
る
要
求
不
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
B
G
B
の
規
整
に
よ
る
と
、
当

該
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
そ
う
で
あ
る
﹂)138

(

、
と
い
う
論
述
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
の
事
案
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
賃
借
人
が
異
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
わ
ゆ
る
婚
姻
に
類
似
し
た
生
活
共

同
体
を
築
き
た
い
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
は
、
常
に
肯
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
、
常
に
否
定
さ
れ
る
わ
け

で
も
な
く
、
賃
貸
人
が
、
当
該
生
活
共
同
体
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、
打
撃
を
与
え
ら

れ
る
程
度
は
、
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
に
し
た
が
う
が
、
特
に
、
賃
貸
人
が
法
人
で
あ
る
か
自
然
人
で
あ
る
か
、
ま
た
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
が
同

一
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
重
要
と
な
り
、
さ
ら
に
、
個
人
的
に
打
撃
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
賃
貸
人
が
、
風
俗
と
倫
理
に

つ
い
て
の
自
己
の
見
解
を
貫
徹
す
る
こ
と
の
み
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
論
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
・
・
・
・
要
求
不
可
能
性
は
、
す
で
に
、
賃
借
人
が
第
三
者
と
婚
姻
し
な
い
状
態
で
当
該
住
居
に
お
い
て
一
緒
に
生
活
し
た
い
場
合
、
常
に
肯

定
さ
れ
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
特
に
、
賃
借
人
が
異
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
わ
ゆ
る
婚
姻
に
類
似
し
た
関
係
に
お
い
て
生
活
し
た
い

と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
と
な
る
。
確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
、
倫
理
的
に
退
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
法

秩
序
の
外
に
存
在
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
現
代
の
倫
理
的
見
解
に
よ
る
と
、
も
は
や
維
持
で
き
な
い
。
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体

は
、
国
民
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
そ
の
間
に
、
広
範
に
許
容
さ
れ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
生
活
共
同
体
が
、
そ
の
理
由
で
、

原
則
と
し
て
、
常
に
賃
貸
人
に
要
求
さ
れ
う
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
賃
貸
人
は
、
許
容
す
る
こ
と
が
道
徳
的
・
倫
理
的
な
理
由
か
ら
賃
貸
人
に
要
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二
三

求
で
き
な
い
と
い
う
抗
弁
に
関
し
て
、
は
じ
め
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
賃
貸
人
も
ま
た
、
良
心
に
従
っ
て
行
動
す
る
自
由
、
お
よ

び
、
自
己
の
人
格
の
自
由
な
展
開
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　

賃
貸
人
が
、
自
己
の
見
解
を
貫
徹
し
、
自
己
の
許
可
を
正
当
に
拒
絶
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
賃
貸
人
が
当
該
共
同
生
活
に
よ
っ
て
ど

の
程
度
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
に
依
存
す
る
。
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
程
度
は
、
個
々
の
事
案
に
お
け
る
事
実
的
な
関
係
か
ら
、
結
果
と

し
て
生
じ
る
。
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
程
度
は
、
賃
貸
人
が
本
件
の
よ
う
に
法
人
で
あ
る
場
合
、
・
・
・
・
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
自
然
人
が
問
題
で
あ
る
場
合
は
、
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
賃
借
人
と
賃
貸
人
が
同
一
の
建
物
に
居
住
し
て
い
る
場
合
、
要
求
不
可
能
性
は
、
よ
り
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
空
間
的
な
近
さ
に
か
ん
が
み
て
、
事
案
の
状
況
に
応
じ
て
、
賃
貸
人
を
煩
わ
す
こ
と
、
ま
た
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
う
え
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
賃
貸
人
の
子
供
ら
に
対
す
る
望
ま
し
く
な
い
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
・
・
・
・
逆
に
、
賃
貸
人
は
、

賃
貸
人
自
身
が
、
当
該
住
居
と
接
触
を
持
た
な
い
場
合
、
特
に
、
当
該
住
居
が
比
較
的
大
き
な
い
わ
ば
﹃
匿
名
の
﹄
賃
貸
住
居
に
所
在
す
る
場
合
、

ほ
と
ん
ど
打
撃
を
与
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
・

　

そ
れ
に
反
し
て
、
要
求
不
可
能
性
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
で
に
、
個
人
的
に
打
撃
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
賃
貸
人
に
と
っ
て
、
風
俗
と
倫
理
に

つ
い
て
の
自
己
の
見
解
を
貫
徹
す
る
こ
と
の
み
が
問
題
で
あ
る
場
合
、
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
の
著
し
い
利
益
に
か
ん
が
み
て
、
保

護
に
値
す
る
利
益
を
意
味
し
な
い
﹂)139

(

。

　

最
後
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
の
基
本
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
賃
貸
人
の
権
利
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い

う
概
念
に
も
と
づ
い
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
賃
貸
人
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
も
と
づ
く
契
約
の
自
由
に
対
す
る
賃
貸
人
の
権
利
、
お
よ
び
、



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二
四

基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に
も
と
づ
く
賃
貸
人
の
所
有
権
の
自
由
な
処
分
可
能
性
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の

よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
・
・
・
・
賃
貸
人
の
権
利
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
に
お
け
る
要
求
可
能
性
の
条
項
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
人
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
も
と
づ
く
契
約
の
自
由
に
対
す
る
賃
貸
人
の
権
利
、
お
よ
び
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に

も
と
づ
く
賃
貸
人
の
所
有
権
の
自
由
な
処
分
可
能
性
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
立
法
者
は
、
許
容
し
う
る
や
り
方
で
、
B
G
B
五
四
九
条
二

項
の
規
整
を
も
っ
て
、
賃
借
人
に
と
っ
て
有
利
な
結
果
に
な
る
よ
う
に
、
あ
る
価
値
決
定
を
行
っ
た
。
そ
の
価
値
決
定
は
、
一
方
に
お
い
て
、
基
本

法
二
条
一
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
憲
法
に
合
致
し
た
権
利
と
し
て
、
当
該
基
本
権
を
制
限
し
、
他
方
に
お
い
て
、
基
本
法
一
四
条
一
項
二
文
の

意
味
に
お
け
る
賃
貸
住
居
に
つ
い
て
の
所
有
権
に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
要
求
可
能
性
と
い
う
基
準
を
通

し
て
賃
借
人
の
利
益
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
は
、
均
衡
の
取
れ
て
い
る
こ
と
と
い
う
原
則
に
も
対
応
す
る
の
で
あ

る
﹂)140

(

。

　

他
方
に
お
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
第
一
に
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
と
同
じ
よ
う
に
、
賃
貸
人
の
権
利
・
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
賃

貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い
う
概
念
に
も
と
づ
い
て
の
み
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
お
い
て
、
賃
貸
人
と
賃
借

人
の
利
益
の
正
当
な
調
整
が
実
現
さ
れ
る
、
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
賃
貸
人
自
身
の
権
利
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
が
、
第
三
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
賃
貸
人
に
個
人
的
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
理
由
を
申
し
立
て
る
可
能
性
を
賃
貸
人
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
お
い

て
、
賃
貸
人
は
、
賃
貸
人
自
身
の
利
益
を
十
分
に
有
効
に
働
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
自
身
の
利
益
が
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
申
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二
五

し
立
て
ら
れ
、
賃
借
人
の
た
め
に
理
解
さ
れ
た
正
当
な
利
益
に
対
し
て
、
著
し
い
も
の
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
場
合
、
賃
貸
人
は
、
正
当
に
、
懇
請

さ
れ
た
同
意
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
立
法
者
が
、
・
・
・
・
賃
借
人
と
賃
貸
人
の
利
益
の
正
当
な
調
整
を
得
よ
う
と
努
め
た
と
い
う
状
況
を
も
考
慮
し
た
。

も
っ
と
も
、
両
当
事
者
の
利
益
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
・
・
・
・
賃
貸
人
の
利
益
を
す
で
に
﹃
正
当
な
﹄
と
い
う
標
識
の
な
か
で
考
慮
す
る
こ

と
も
、
客
観
的
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
利
益
概
念
の
解
釈
も
必
要
で
は
な
い
。
B
G
B
は
、
五
四
九
条
二
項
一
文
に
お
い
て
、
明
確
に
、
も
っ
ぱ
ら
賃

借
人
の
利
益
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
・
・
・
・
そ
れ
ゆ
え
、
・
・
・
・
賃
借
人
の
正
当
な
利
益
は
、
賃
貸
人
の
利
益
よ
り
も
優
先
す
る
。
賃
借

人
の
正
当
な
利
益
は
、
意
図
さ
れ
た
使
用
の
委
譲
が
賃
貸
人
に
と
っ
て
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
後
方
に
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂)141

(

。

　

第
二
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
点
も
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
と
同
じ
で
あ
る
が
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め

ら
れ
る
場
合
と
し
て
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
以
外
の
理
由
は
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
に

対
応
す
る
重
要
性
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点

は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
に
依
存
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
な
論
述
で
あ
る
。

　

﹁
賃
借
人
が
正
当
な
利
益
を
主
張
し
た
な
ら
ば
、
今
や
、
事
実
上
の
状
況
を
通
知
し
、
許
可
の
拒
絶
の
た
め
に
、
要
求
可
能
性
と
い
う
観
点
の
も

と
で
（
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
）
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
賃
貸
人
し
だ
い
で
あ
る
。
そ
の
際
、
B
G
B

自
体
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
事
例
に
よ
る
と
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
三
者
の
人
的
な
理
由
、
あ
る
い
は
、
当
該
住
居
に
過
度
に
人

員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
う
る
。
賃
貸
人
が
そ
れ
ら
の
理
由
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
妨
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
、
場
合
に



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二
六

よ
っ
て
は
あ
り
得
る
他
の
理
由
は
、
そ
れ
ら
の
理
由
が
考
慮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
B
G
B
に
お
け
る
事
例
の
重
み
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
の
重
要
さ
を

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
賃
貸
人
の
侵
害
に
つ
い
て
の
限

度
は
、
常
に
、
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
か
ら
判
明
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
理
由
を
評
価
し
、
そ
れ
か
ら
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
賃
借
人

に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
正
当
な
利
益
と
の
比
較
衡
量
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案
の
評
価
に
も
と
づ
い
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
の
事
実
審
裁
判
官
の
課
題
で
あ
る
﹂)142

(

。

　

二　

賃
貸
人
に
と
っ
て
の
「
要
求
不
可
能
性
」
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案

　

そ
れ
で
は
、
一
に
お
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
の
二
つ
の
基
本
と
な
る
裁
判
例
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を

め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案
を
、

B
G
B
五
五
三
条
一
項
二
文
の
条
文
に
対
応
す
る
形
で
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
以
外
の
理
由
に

分
け
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

１　

第
一
に
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
、
お
よ

び
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

は
じ
め
に
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
を
め
ぐ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
の
代
表
と
し
て
、
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
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二
七

一
九
七
六
年
一
一
月
一
八
日
判
決
を
み
て
お
き
た
い
。

　

︻
20
︼
ケ
ル
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
六
年
一
一
月
一
八
日
判
決)143

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
は
、
一
九
七
三
年
八
月
一
日
以
来
、
四
つ
の
部
屋
、
付
属
空
間
、
な
ら
び
に
、
一
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
庭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

た
本
件
建
物
を
、
月
あ
た
り
六
五
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
で
原
告
か
ら
賃
借
し
て
い
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
は
、
一
九
七
八
年
七
月
三
一
日

に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
九
七
四
年
三
月
七
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
本
件
住
居
の
一
部
を
、
二
人
の
子
供
ら
を
含
む
家
族
に
転
貸
借
す

る
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
原
告
は
、
一
九
七
四
年
三
月
一
一
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
特
に
、
子
供
ら
を
含
む
外
国
人
へ
の
転
貸
借

に
同
意
し
な
い
、
と
返
答
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
告
は
、
一
九
七
四
年
三
月
二
七
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
七
四
年
六
月
三
〇
日
に

向
け
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
、
一
九
七
四
年
七
月
お
よ
び
八
月
の
賃
料
・
一
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
、
お
よ
び
、
修
復
費
用
の
補

償
を
請
求
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
す
る
権
限
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
本
件
使

用
賃
貸
借
関
係
を
有
効
に
解
約
告
知
し
な
か
っ
た
、
と
主
張
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
の
請
求
を
一
部
認
容
し
、
被
告
に
対
し
て
、
一
三
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
の
み
を
原
告
に
支
払
う
よ
う
に
判
決
を
下
し

た
。



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

二
八

　

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　

②
判
決
理
由

　

地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
一
九
七
四
年
三
月
二
七
日
付
け
の
書
面
を
も
っ
て
、
一
九
七
四
年
六
月
三
〇
日
に

向
け
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
権
限
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
一
九
七
四
年
七
月
お
よ
び
八
月
に
関
し
て
、
被
告
に
対
す
る
賃
料

請
求
権
は
原
告
に
帰
属
し
な
か
っ
た
、
と
判
断
し
た
が
、
は
じ
め
に
、
B
G
B
旧
五
四
九
条
一
項
二
文
（
現
五
四
〇
条
一
項
二
文
）
に
も
と
づ
く
賃

借
人
の
解
約
告
知
権
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
B
G
B
五
四
九
条
一
項
二
文
に
よ
る
と
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
が
第
三
者
へ
の
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
場
合
、

当
該
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
し
な
い
限
り
、
法
定
期
間
を
と
も
な
っ
て
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
・
・
・
・
第
二
次
使
用
賃
貸
借
法
改
正
法
に
よ
る
B
G
B
五
四
九
条
二
項
の
挿
入
に
よ
っ
て
、
賃
貸
人
が
部
分
的
な
転
貸
借
の
た
め

の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
権
利
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
許
可
の
付
与
に
対
す
る

請
求
権
を
も
与
え
ら
れ
る
と
い
う
限
り
で
、
賃
借
人
の
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
軽
減
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
、

す
で
に
こ
れ
ま
で
の
法
律
に
も
と
づ
い
て
賃
借
人
に
帰
属
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
、
B
G
B
五
四
九
条
一
項
に
も
と
づ
い
て
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係

を
解
約
告
知
す
る
権
利
は
、
手
つ
か
ず
の
状
態
で
残
っ
た
。
B
G
B
五
四
九
条
一
項
に
よ
る
解
約
告
知
の
場
合
、
賃
借
人
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二

項
に
よ
る
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
の
場
合
の
よ
う
に
、
転
貸
借
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
。
賃
貸
人
は
、
む
し

ろ
、
当
該
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
、
許
可
の
付
与
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
﹂)144

(

。

　

そ
の
う
え
で
、
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
転
借
人
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
本
件
建
物
に
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二
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過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
特
に
、
賃
貸
人
は
、
転
借
人
と
し
て
の
外
国
人
を
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
出
自
を
理
由
と
し
て
の
み
拒

絶
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

﹁
・
・
・
・
被
告
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
た
転
借
人
ら
が
外
国
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
原
告
に
よ
る
許
可
の
付
与
の
拒
絶
の
た
め
の
理
由
を
意
味
し

な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
単
に
、
予
定
さ
れ
た
転
借
人
と
い
う
具
体
的
な
人
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
許
可
の
付
与
を
拒
絶
す
る
正
当
な
動
機
を
与
え
う

る
と
こ
ろ
の
理
由
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
何
も
申
し
立
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
予
定
さ

れ
た
転
借
人
ら
が
子
供
を
二
人
有
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
、
原
告
に
、
許
可
の
付
与
を
拒
絶
す
る
権
利
を
与
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
予
定
さ

れ
た
転
借
人
ら
が
子
供
を
二
人
有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
つ
の
部
屋
お
よ
び
付
属
空
間
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
被
告
に
賃
貸
さ
れ

て
い
た
本
件
建
物
に
つ
い
て
、
過
度
の
人
員
配
置
へ
と
至
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
被
告
は
本
件
建
物
全
体
を
賃
借
し
て
い
た
し
、
そ
れ

に
加
え
て
、
本
件
建
物
は
、
一
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
庭
の
な
か
に
所
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
子
供
ら
に
よ
っ
て
、
他
の
共

同
賃
借
人
が
迷
惑
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
な
か
っ
た
﹂)145

(

。

　

次
に
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
っ
て
、
裁
判
例
︻
20
︼
と
類
似
す
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
す
で

に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

２)

に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
四
年
二
月
一
四
日
決
定)146

(

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

当
該
決
定
は
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
が
、
職
業
上
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
本
件
住
居
を
不
在
と
す
る
比
較
的
長
い
期
間

の
間
、
本
件
住
居
に
転
借
人
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
求
め
た
原
告
の
請
求
を
認
容
し
た

が
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
転
借
人
が
ド
イ
ツ
国
籍
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

三
〇

与
は
要
求
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
も
主
張
し
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
転
借
人
が
ド
イ
ツ
国
籍
で
は
な
い
こ
と
が
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
に
あ
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
点

が
問
題
と
な
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
﹁
・
・
・
・
被
告
は
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
要
求
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
せ
る
と
こ

ろ
の
観
点
を
主
張
し
な
か
っ
た
。
特
に
、
被
告
が
ド
イ
ツ
国
籍
の
転
借
人
に
重
き
を
置
い
た
と
い
う
事
情
は
、
拒
絶
的
な
態
度
を
正
当
化
し
な
か
っ

た
。
国
籍
の
問
題
は
、
転
借
人
が
居
住
者
の
心
得
に
つ
い
て
の
規
則
を
遵
守
す
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
に
と
っ
て
、
意

味
を
持
た
な
い
﹂)147

(

、
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
否
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
っ
て
は
、
転
借
人
の
賃
料
の
支
払
い
能
力
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
民
亊
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
三
月
四
日
決
定
、
お
よ
び
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
五
日
判

決
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

２)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
三
月
四
日
決
定)148

(

は
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
ら

夫
婦
が
、
八
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
の
な
か
の
三
つ
の
部
屋
を
転
貸
借
す
る
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
と
い
う
事
案
に

お
い
て
、
原
告
ら
の
請
求
を
認
容
し
た
が
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
は
、
予
定
さ
れ
た
転
借
人
ら
の
賃
料
の
支
払
い
能
力
を
否
認
し
、
﹁
そ
の
第

三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
に
あ
た
る
、
と
も
主
張
し
て
い
た
。

　

ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
に
あ
た
ら
な
い
、
と
判
断

し
た
。

　

﹁
被
告
ら
が
、
予
定
さ
れ
た
転
借
人
ら
の
支
払
い
能
力
を
否
認
し
た
限
り
で
は
、
こ
の
こ
と
は
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
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三
一

取
る
に
足
り
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
単
に
、
賃
借
人
と
転
借
人
と
の
間
の
関
係
に
だ
け
か
か
わ
り
、
そ
れ
と
と

も
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
賃
貸
人
に
対
し
て
要
求
で
き
な
い
こ
と
は
結
果
と
し
て
生
じ
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段

の
意
味
に
お
け
る
重
大
な
事
由
を
意
味
し
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂)149

(

。

　

ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
月
一
五
日
判
決)150

(

の
事
案
の
概
要
と
経
緯
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
転
貸
借
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
た
が
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
予
定
さ
れ
た
転
借
人
の
信
用
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
転
貸
借
契
約
の
締
結
を
禁
じ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
被
告
は
、
B
G
B
旧
五
四
九
条
一
項
二
文
に
も
と
づ
い
て
、
本
件

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
く
賃
料
を
請
求
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
の
で

あ
る
。

　

ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
転
借
人
の
信
用
が
欠
け
て
い
た
こ
と
は
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由

が
存
在
す
る
場
合
﹂
に
あ
た
ら
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
被
告
の
解
約
告
知
は
、
B
G
B
五
四
九
条
一
項
に
も
と
づ
い
て
、
有
効
で
あ
っ
た
。
原
告
は
、
一
九
九
九
年
三
月
一
日
付
け
の
書
面

を
も
っ
て
、
本
件
転
貸
借
に
関
し
て
、
当
該
転
借
人
に
存
在
す
る
事
由
が
原
告
の
側
に
あ
っ
た
こ
と
な
し
に
、
本
件
転
貸
借
を
禁
じ
た
。
原
告
の
見

解
に
反
し
て
、
当
該
転
借
人
の
信
用
が
欠
け
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
事
由
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
当
該
転
借
人
の
信
用
が
欠

け
て
い
た
こ
と
は
、
賃
貸
人
が
本
件
転
貸
借
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
賃
貸
人
の
決
定
に
と
っ
て
、
役
割
を
演
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂)151

(

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
結
論
と
し
て
、
否
定
す
る
裁
判
例

が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
代
表
的
な
注
釈
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
肯
定
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
当
該
第
三
者
が
賃



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

三
二

貸
人
・
他
の
賃
借
人
と
敵
対
し
て
い
る
場
合
、
当
該
第
三
者
に
よ
っ
て
、
賃
貸
人
・
他
の
賃
借
人
の
妨
害
も
し
く
は
迷
惑
、
ま
た
は
、
当
該
賃
借
物

の
毀
損
が
危
惧
さ
れ
う
る
場
合
、
当
該
第
三
者
が
違
法
行
為
を
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
も
と
づ
い
て
行
っ
た
場
合
、
お
よ
び
、
当
該
第
三
者
に
よ

る
当
該
賃
借
物
の
使
用
目
的
の
変
更
で
あ
る)152

(

。

　

他
方
に
お
い
て
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
は
、
そ
の
数
は
相
対
的
に
多
い
も
の

の
、
結
論
と
し
て
、
や
は
り
、
否
定
す
る
裁
判
例
が
大
半
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
そ
の
代
表
的
な
裁
判
例
と
し
て
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

３)

に
お
い
て
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
二
年
八

月
一
七
日
判
決)153

(

（
裁
判
例
︻
16
︼
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

裁
判
例
︻
16
︼
は
、
本
件
一
家
族
用
住
宅
を
賃
借
し
て
い
た
被
告
・
２
が
、
職
業
上
の
理
由
か
ら
、
彼
の
息
子
と
と
も
に
本
件
住
宅
を
使
用
す
る

こ
と
を
意
図
し
な
か
っ
た
後
、
あ
と
に
残
っ
た
被
告
・
１
が
、
ま
ず
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
の
許
可
に
も
と
づ
い
て
、
婦
人
・
Ｒ
を
本
件
住
宅
に

受
け
入
れ
、
さ
ら
に
、
原
告
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
住
宅
の
一
部
を
婦
人
・
Ｍ
お
よ
び
そ
の
娘
に
転
貸
借
し
た
た
め
、
本
件

住
宅
は
、
現
在
、
三
人
の
成
人
ら
（
被
告
・
１
、
婦
人
・
Ｒ
、
お
よ
び
、
婦
人
・
Ｍ
）
、
お
よ
び
、
二
人
の
七
歳
の
子
供
ら
（
被
告
・
１
の
娘
、
お

よ
び
、
婦
人
・
Ｍ
の
娘
）
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

　

本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本

件
に
お
い
て
、
過
度
の
人
員
配
置
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
原
告
の
権
利
は
、
本
件
住
宅
の
現
在
の
使
用
に
よ
っ
て
、
影
響
を
受
け
な
い
。
特
に
、
本
件
住
宅
の
定
員
超
過
は
存
在
し
な
い
。
被
告
ら
は
、

正
当
に
、
被
告
・
２
が
、
単
に
形
式
的
に
、
な
お
、
彼
の
子
供
と
と
も
に
共
同
で
本
件
住
宅
を
使
用
す
る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
被
告
・



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

三
三

２
が
、
自
己
の
供
述
に
反
し
て
、
再
び
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
解
約
告
知
、
も
し
く
は
、
婦
人
・
Ｍ
に
よ
る
子
供
を
と
も

な
う
本
件
住
宅
の
使
用
を
禁
止
す
る
権
限
を
原
告
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
新
た
な
状
況
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
被
告
・
２
が
、
本
件

住
宅
を
な
お
使
用
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
予
測
可
能
な
う
ち
に
再
び
本
件
住
宅
に
居
住
す
る
と
い
う
具
体
的
な
意
図
を
有
す
る
こ
と
は
、
当
事
者

の
申
立
て
か
ら
判
明
し
な
か
っ
た
。
・
・
・
・

　

一
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
五
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
一
家
族
用
住
宅
は
、
三
人
の
成
人
と
二
人
の
子
供
ら
を

も
っ
て
、
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
﹂)154

(

。

　

次
に
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
る
、
そ
の
他
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

㋐
原
告
ら
は
、
所
有
す
る
本
件
建
物
に
所
在
す
る
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
に
対
し
て
、
未
婚
の
女
性
を
転
借
人
と
し
て
本
件
住
居
に

受
け
入
れ
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
転
借
人
は
、
そ
の
後
、
婚
姻
し
、
ひ
と
り
の
子
供
を
得
た
。
転
借
人
は
、
夫
お
よ
び
子
供
を
本
件
住
居
に
受
け
入

れ
、
転
借
人
の
家
族
は
、
本
件
住
居
に
お
い
て
、
一
緒
に
居
住
し
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
転
借
人
の
夫
お
よ
び
子
供
に
よ
る
許
可
さ
れ
て
い
な
い
本

件
住
居
の
使
用
を
理
由
と
し
て
、
被
告
と
の
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
。

　

テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
区
裁
判
所
一
九
八
〇
年
一
〇
月
一
日
判
決)155

(

は
、
は
じ
め
に
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
転
借
人
は
、
自
己
の
配
偶

者
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
る
権
限
が
あ
る
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
が
、
原
則
と
し
て
、
家
族
構
成
員
、
特
に
、
自
己
の
配
偶
者
を
も
当
該
住
居
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
は
、
正
当
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
賃
借
人
が
当
該
賃
借
住
居
の
委
譲
後
に
婚
姻
関
係
に
入
っ
た
場
合
に
は
、
そ
う
で
あ

る
。
配
偶
者
に
よ
る
当
該
住
居
の
共
同
使
用
は
、
賃
借
人
に
と
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
ま
た
は
同
意
を
必
要
と
は
し
な



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

三
四

い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
賃
借
人
と
転
借
人
と
の
関
係
に
も
、
そ
れ
と
と
も
に
、
賃
貸
人
と
転
借
人
と
の
関
係
に
も
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
賃
貸
人
が
賃
借
人
に
配
偶
者
に
よ
る
当
該
住
居
の
共
同
使
用
を
禁
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
賃
貸
人
は
、
自
己
の
賃
借
人
の
転
借
人
で
あ

る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
同
じ
く
、
他
の
権
利
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
﹂)156

(

。

　

そ
の
う
え
で
、
テ
ィ
ー
ア
ガ
ル
テ
ン
区
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
、
過
度
の
人
員
配
置
は
認
め
ら
れ
な

い
、
と
判
断
し
た
。

　

﹁
・
・
・
・
と
り
わ
け
、
本
件
事
案
の
よ
う
に
、
三
人
も
の
成
人
ら
が
本
件
空
間
に
お
い
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
議
論
の
余
地
も
な

く
十
分
に
空
間
が
存
在
す
る
場
合
、
被
告
の
転
借
人
が
本
件
住
居
に
夫
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
原
告
に
と
っ
て
、
解
約
告
知
理
由
を
意
味

し
な
い
。
原
告
に
と
っ
て
解
約
告
知
理
由
を
意
味
す
る
こ
と
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借
期
間
の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
に
同
じ
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
こ
と

は
、
さ
ら
な
る
論
述
を
必
要
と
し
な
い
。
全
体
と
し
て
、
議
論
の
余
地
も
な
く
、
物
置
部
屋
と
と
も
に
少
な
く
と
も
三
つ
の
空
間
が
存
在
す
る
こ
と

に
か
ん
が
み
て
、
本
件
住
居
へ
の
過
度
の
人
員
配
置
は
認
識
で
き
な
い
﹂)157

(

。

　

㋑
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

１)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
二
日
判
決)158

(

（
裁
判
例
︻
９
︼
）

は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
一
六
日
、
被
告
と
、
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
五
つ
の
部
屋
、
台
所
、
三
つ
の
地
下

室
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
ホ
ー
ル
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
。
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
妻
と
二
人

の
子
供
ら
と
と
も
に
、
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
一
九
八
三
年
に
、
被
告
の
妻
は
、
子
供
ら
と
と
も
に
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
。
そ
の

後
、
被
告
は
、
一
九
八
四
年
の
う
ち
に
、
現
在
の
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ
の
三
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
、
本
件
住
居
に
お
い
て
、
共
同
の
世
帯
を
構
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三
五

え
、
被
告
の
現
在
の
伴
侶
は
、
一
九
八
五
年
七
月
に
、
被
告
と
の
子
供
を
出
産
し
た
。
被
告
は
、
一
九
八
五
年
一
月
に
、
妻
と
の
離
婚
を
申
し
立
て

て
い
た
。
原
告
は
、
控
訴
審
裁
判
所
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
の
請
求
を
、
被
告
の
現
在
の
伴
侶
に
許
可
さ
れ
て
い
な
い
転
貸

借
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
意
思
表
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
の
解
約
告
知
に
も
依
拠
さ
せ
た
。
原
告
は
、
被
告
の
現
在

の
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ
の
子
供
ら
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
許
可
さ
れ
て
い
な
い
転
貸
借
を
意
味
し
、
ま
た
、
本
件
住
居
は
、
被
告
の

現
在
の
伴
侶
の
子
供
ら
を
も
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
、
と
主
張
し
た
。

　

本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え

て
、
﹁
本
件
住
居
は
、
そ
の
婦
人
、
お
よ
び
、
そ
の
子
供
ら
の
共
同
使
用
に
よ
っ
て
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
の
意
味
に
お
い
て
、
﹃
過

度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
﹄
よ
う
に
も
な
ら
な
い
﹂)159

(

、
と
判
断
し
た
。

　

㋒
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

３)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
カ
ッ
セ
ル
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
一
月
一
五
日
決
定)160

(

（
裁
判
例
︻
14
︼
）

は
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
が
、
三
つ
の
部
屋
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
台
所
、
浴
室
、
お
よ
び
、
地
下
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
被
告
ら
に

賃
貸
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
、
家
族
的
な
観
点
か
ら
、
被
告
・
１
の
兄
弟
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
と
い
う
事
案
で

あ
っ
た
。

　

賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
被
告
・
１
の
兄
弟
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
賃
借
人
ら
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
と
こ
ろ

の
カ
ッ
セ
ル
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
過
度
の
人
員
配
置
も
ま
た
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し

た
。

　

﹁
・
・
・
・
本
件
住
居
が
、
被
告
・
１
の
兄
弟
の
居
住
に
よ
っ
て
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
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三
六

い
。
と
い
う
の
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
一
条
二
号
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
台
所
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
浴
室
、
お
よ
び
、
地
下
室
を
備
え
た
と
こ

ろ
の
三
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
三
人
が
居
住
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
致
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
﹂)161

(

。

　

㋓
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

１)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ヴ
ェ
デ
ィ
ン
グ
区
裁
判
所
一
九
八
九
年
九
月
七
日
判
決)162

(

（
裁
判
例
︻
７
︼
）
は
、

賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
が
、
六
つ
の
部
屋
、
台
所
、
二
つ
の
ト
イ
レ
、
浴
室
、
お
よ
び
、
物
置
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
被
告
ら
に

賃
貸
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
が
、
純
粋
に
個
人
的
な
人
生
形
成
の
観
点
か
ら
、
転
借
人
と
し
て
、
友
人
で
あ
り
、
取
引
相
手

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
Ａ
氏
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

　

本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ヴ
ェ
デ
ィ
ン
グ
区
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え

て
、
﹁
ひ
と
り
の
第
三
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
が
、
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
よ
う

に
は
な
ら
な
い
﹂)163

(

、
と
判
断
し
た
。

　

㋔
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

４)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
九
〇
年
五
月
一
六
日
判
決)164

(

（
裁
判
例
︻
19
︼
）
は
、

次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

原
告
は
、
被
告
か
ら
、
四
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
は
じ
め
に
、
二

人
の
娘
ら
と
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
二
人
の
娘
ら
が
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
後
、
主
と
し
て
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
確
保
し
、
自
己

の
孤
立
し
た
状
態
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
本
件
住
居
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
部
屋
を
ひ
と
り
の
医
学
生
に
転
貸
借
す
る
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し

た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

　

本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
区
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま
え
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て
、
﹁
四
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
部
屋
を
転
貸
借
す
る
場
合
、
過
度
の
人
員
配
置
は
、
お
そ
ら

く
、
ほ
と
ん
ど
危
惧
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂)165

(

、
と
判
断
し
た
。

　

㋕
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

２)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
区
裁
判
所
一
九
九
一
年
七
月
二
六
日
判
決)166

(

（
裁
判
例
︻
10
︼
）

は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
は
、
原
告
ら
夫
婦
に
本
件
建
物
を
賃
貸
し
た
。
本
件
建
物
は
、
玄
関
ホ
ー
ル
の
ほ
か
に
、
六
つ
の
部
屋
、
台
所
、
浴

室
、
お
よ
び
、
付
属
空
間
を
備
え
、
お
よ
そ
一
六
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
居
住
面
積
で
あ
り
、
月
あ
た
り
の
賃
料
は
、
一
二
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
夫
婦
は
離
婚
し
、
原
告
・
２
は
、
本
件
建
物
か
ら
退
去
し
た
。
本
件
建
物
に
未
成
年
の
娘
と
と
も
に

残
っ
た
と
こ
ろ
の
原
告
は
、
一
二
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
賃
料
を
ひ
と
り
で
調
達
す
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
建
物
の
一
部
を
Ｇ
お
よ
び

Ｗ
家
族
に
転
貸
借
し
た
。
転
借
人
ら
は
、
二
歳
に
な
る
か
な
ら
ぬ
か
の
彼
ら
の
共
通
の
娘
と
と
も
に
、
本
件
建
物
に
居
住
し
て
い
た
。

　

本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
区
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を
踏
ま

え
て
、
﹁
本
件
建
物
の
広
さ
は
、
五
人
に
よ
る
使
用
を
何
の
問
題
も
な
く
可
能
に
す
る
﹂)167

(

、
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
に
お
い
て
は
、
過
度
の

人
員
配
置
も
ま
た
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
。

　

最
後
に
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
に
関
す
る
裁
判
例
で
は
な
い
が
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る

場
合
﹂
の
解
釈
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
一
〇
月
六
日
決
定
を
考
察
し
て
お
き

た
い
。
当
該
裁
判
例
は
、
賃
貸
人
が
、
賃
貸
し
て
い
た
本
件
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
賃
借
人
と
の
本
件
住
居
の

使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
た
と
い
う
事
案
に
関
す
る
裁
判
例
で
あ
っ
た
。
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三
八

　

︻
21
︼
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
一
〇
月
六
日
決
定)168

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

原
告
（
公
益
的
な
住
宅
建
設
会
社
）
は
、
一
九
七
四
年
七
月
一
八
日
付
け
の
使
用
賃
貸
借
契
約
に
も
と
づ
い
て
、
五
六
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
さ
で
、
二
つ
の
部
屋
、
台
所
、
玄
関
ホ
ー
ル
、
浴
室
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、
物
置
部
屋
、
お
よ
び
、
地
下
室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
被
告

ら
に
賃
貸
し
て
い
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
締
結
時
に
、
三
人
の
子
供
ら
と
と
も
に
本
件
住
居
に
居
住
し
て
い
た
が
、
現
在
、
本

件
住
居
は
、
八
人
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
。
原
告
は
、
本
件
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
件
住
居
の
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

区
裁
判
所
は
、
原
告
の
明
渡
し
の
訴
え
を
棄
却
し
た
が
、
控
訴
審
裁
判
所
で
あ
っ
た
地
方
裁
判
所
は
、
﹁
賃
借
人
の
家
族
が
、
本
件
使
用
賃
貸
借

関
係
の
開
始
時
に
、
二
人
の
成
人
ら
と
三
人
の
子
供
ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
賃
借
人
ら
が
、
そ
の
間
に
、
さ
ら
な
る
三
人
の
子
供
ら
を
得
た

結
果
、
当
該
家
族
が
全
部
で
八
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
場
合
、
賃
貸
人
は
、
五
六
・
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
本
件
住
居
に
関
す
る
使
用
賃

貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
﹂)169

(

、
と
い
う
法
的
問
題
を
上
級
地
方
裁
判
所
に
提
出
し
た
。

　

②
決
定
理
由

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
一
方
に
お
い
て
、
﹁
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
一
項
は
、
賃
貸
人
が
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を

有
す
る
場
合
に
の
み
、
賃
貸
人
は
、
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
規
定
す
る
。
B
G
B
五
六
四
ｂ
条
一

項
は
、
提
出
さ
れ
た
法
的
問
題
に
お
い
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
状
況
の
も
と
で
、
賃
貸
人
に
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
す
る
権
限
を
付
与
し
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三
九

う
る
﹂)170

(

、
と
論
じ
た
。

　

右
の
よ
う
な
判
断
を
導
い
た
理
由
と
し
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
当
該
賃
借
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
と
い
う
事
案
は
、
B
G
B
旧

五
六
四
ｂ
条
二
項
に
お
い
て
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
事
案
と
、
そ
の
重
要
さ
の
点
で
比
較
で
き
る
こ
と
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
っ
て
当
該
賃
借
住

居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
、
賃
貸
人
は
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
た
。

　

他
方
に
お
い
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
が
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際

に
は
、
両
当
事
者
の
諸
々
の
利
益
が
、
個
々
の
事
案
の
す
べ
て
の
状
況
を
評
価
し
て
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
論
じ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
結
論
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
五
六
・
九
四
平
方

メ
ー
ト
ル
の
広
さ
で
、
二
つ
の
部
屋
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
が
、
現
在
、
八
人
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
て
い
た
場
合
、
﹁
そ
の
住
居
に
過

度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
に
あ
た
る
、
と
い
う
判
断
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
・
・
・
・
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
は
、
・
・
・
・
地
方
裁
判
所
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
法
的
問
題
を
も
っ
て
特
徴
づ
け

ら
れ
た
事
案
に
お
け
る
す
べ
て
の
状
況
を
評
価
し
て
、
次
の
場
合
、
存
在
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
住
居
に
過
度
の
人
員
配
置
が
起
こ
る
場
合

（
こ
の
こ
と
は
、
事
実
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
事
案
に
つ
い
て
、
そ
の
際
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
す
べ
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
審

理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
提
出
さ
れ
た
法
的
問
題
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
状
況
が
存
在
す
る
場
合
、
し
ば
し
ば
当
然

と
な
る
）
、
か
つ
、
当
事
者
の
諸
々
の
利
益
の
比
較
衡
量
が
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
も
、
解
約
告
知
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
正
当

な
利
益
を
証
明
す
る
場
合
で
あ
る
﹂)171

(

。
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四
〇

　

２　

第
二
に
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
以
外
の
理
由
を
め
ぐ
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
を
み
て
お
き
た
い
。

　

B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
以
外
の
理
由
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
た
典
型
的
な
事
案
は
、
賃
貸
人
が
、
自
己

の
倫
理
的
な
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
主
張
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
で
に
Ⅲ
の
一
に
お
い
て
考
察
し
た
よ

う
に
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
八
二
年
八
月
一
七
日
決
定
（
裁
判
例
︻
５
︼
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
場
合
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
で
は
、
は
じ
め
に
、
そ
の
よ
う
な
事
案
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月

二
三
日
決
定
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

︻
22
︼
ハ
ム
上
級
地
方
裁
判
所
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
三
日
決
定)172

(

　

①
事
案
の
概
要
と
経
緯

　

被
告
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
）
は
、
原
告
（
離
婚
し
た
女
性
）
に
、
一
九
八
六
年
、
本
件
多
世
帯
用
住
宅
に
所
在
す
る
と
こ
ろ
の
、
三
つ
の
部
屋
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
貸
し
た
。
本
件
使
用
賃
貸
借
契
約
の
条
項
に
よ
る
と
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
書
面
に
よ
る
事
前
の
許
可
な
し

に
、
本
件
住
居
を
（
部
分
的
に
）
転
貸
借
す
る
こ
と
等
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
あ
る
男
性
と
知
り
合
い
、
そ
の
男
性
と

婚
姻
に
よ
ら
な
い
共
同
体
に
お
い
て
本
件
住
居
で
生
活
し
た
い
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
そ
の
許
可
を
拒
絶
し
た
。
と

い
う
の
は
、
被
告
は
、
教
会
の
信
仰
と
教
え
に
反
し
て
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
を
正
当
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

原
告
は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
伴
侶
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
被
告
の
許
可
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
区
裁
判
所
は
、
原
告
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四
一

の
請
求
を
認
容
し
た
。
控
訴
審
裁
判
所
で
あ
っ
た
地
方
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
法
的
問
題
を
上
級
地
方
裁
判
所
に
提
出
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
﹁
公
法
上
の
法
人
と
し
て
妥
当
し
て
い
る
教
会
の
施
設
は
、
賃
貸
人
と
し
て
、
教
会
の
施
設
の
職
員
で
は
な
い
個
人
と
締
結
し
、
第

三
者
の
受
入
れ
を
書
面
に
よ
る
事
前
の
許
可
に
依
存
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
の
住
居
に
関
す
る
使
用
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
、
賃
借
人
に
よ
っ
て
後
に

請
求
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
異
性
の
伴
侶
の
受
入
れ
を
、
も
っ
ぱ
ら
、
そ
の
よ
う
な
許
可
を
付
与
す
る
こ
と
が
、
教
会
の
施
設
に
と
っ

て
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
後
段
の
意
味
に
お
い
て
要
求
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
づ
け
を
も
っ
て
、
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
と
と
も
に
、
教
会
の
施
設
自
体
の
倫
理
的
な
教
え
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
の
何
か
が
、
そ
の
よ
う
な
許
可
の
付
与
に

よ
っ
て
代
償
と
し
て
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
﹂)173

(

、
と
い
う
法
的
問
題
で
あ
っ
た
。

　

②
決
定
理
由

　

上
級
地
方
裁
判
所
は
、
は
じ
め
に
、
地
方
裁
判
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
本
件
法
的
問
題
は
、
決
定
す
る
に
相
当
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、

原
則
的
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

次
に
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
賃
借
人
が
、
婚
姻
す
る
こ
と
な
く
、
未
婚
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
己
の
賃
借
住
居
に
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
場
合
、

通
常
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
否
認
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
で
は
、
未
婚
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
、
い
か
な
る
場
合
に
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
要
求
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
の
み
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
、

改
め
て
、
本
件
法
的
問
題
を
明
確
に
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
法
的
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
た
。
上
級
地
方
裁
判
所
の
論
述
を
要
約
す
る
と
、

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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四
二

　

婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
に
関
す
る
賃
貸
人
の
倫
理
的
な
考
え
も
ま
た
、
最
初
か
ら
、
賃
貸
人
の
著
し
い
利
益
の
範
囲
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
賃
貸
人
の
利
益
は
、
賃
借
人
の
利
益
に
対
し
て
比
較
衡
量
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
今
日
の
見
解
に
よ
る
と
、

婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
は
法
秩
序
お
よ
び
善
良
の
風
俗
の
範
囲
外
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
貸
人
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同

体
を
倫
理
的
に
拒
否
す
る
こ
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
自
体
、
賃
貸
人
の
保
護
に
値
す
る
利
益
と
し
て
妥
当
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
に
よ
っ
て
具
体
的
に
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
特
別
な
理
由
が
さ
ら
に
つ
け
加
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
理
由
に
あ
た
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
賃
貸
人
が
、
教
会
な
い
し
教
会
の
施
設
で
あ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
﹁
教
会
な
い
し
教

会
の
施
設
は
、
す
で
に
、
賃
借
人
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
が
教
会
の
教
え
に
純
然
と
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ち
だ
ん
と
負
担

を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
教
会
な
い
し
教
会
の
施
設
は
、
そ
の
教
え
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
教
え
を
一
般

に
知
ら
せ
る
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
教
会
な
い
し
教
会
の
施
設
の
事
案
に
お
い
て
は
、
教
会
な
い
し
教
会
の
施

設
の
拒
絶
権
が
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
正
当
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
が
主

張
さ
れ
る
の
で
あ
る
﹂)174

(

。

　

﹁
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
拒
絶
権
は
、
教
会
と
い
う
賃
貸
人
の
事
案
に
お
い
て
も
、
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
教
会
と
い
う
賃
貸
人
が
、
た
と
え

ば
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
賃
貸
し
た
場
合
、
教
会
と
い
う
賃
貸
人
は
、
そ
の
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
生
き
方
に
よ
っ
て
、
一
般
に
、
他
の
賃
貸
人
よ
り

も
強
く
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
高
齢
あ
る
い
は
病
気
の
た
め
に
、
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
を
断
念
す
る
こ
と

も
、
当
該
住
居
か
ら
転
居
す
る
こ
と
も
、
賃
借
人
に
と
っ
て
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
も
、
教
会
と
い
う
賃
貸
人
の
場
合
に
よ
っ
て
は
あ
り
得
る
拒
絶
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四
三

の
必
要
性
は
、
お
そ
ら
く
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
他
の
規
範
に
も
と
づ
い
て
、
重
要
さ
が
よ
り
低
い
で
あ
ろ
う
。
・
・
・
・
﹂)175

(

。

　

当
部
は
、
本
件
で
想
定
さ
れ
た
よ
う
な
通
常
の
事
案
に
お
い
て
、
教
会
と
い
う
賃
貸
人
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
を
受
け
入
れ
る
こ
と

を
、
要
求
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
会
と
い
う
賃
貸
人
が
そ
の
よ
う
な
生
活
共
同
体
の
受
入
れ
と
折
り
合
う
場

合
、
教
会
が
信
頼
す
る
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
重
大
な
危
険
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。
思
慮
あ
る
人
々
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
会
が
そ
の
教
え

を
真
に
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
教
会
が
私
的
な
経
済
活
動
に
際
し
て
意
図
す
る
こ
と
な
く
陥
る
と

こ
ろ
の
紛
争
の
こ
と
で
、
一
方
で
は
、
教
会
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
他
方
で
は
、
そ
れ
ら
の
紛
争
を
法
的
な
特
別
な
取
扱
い
の
機
会
と

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
法
的
問
題
を
、
原
則
と
し
て
、
否
定
し
た
の
で
あ
る)176

(

。

　

次
に
、
裁
判
例
︻
22
︼
に
類
似
す
る
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
二
つ
の
裁
判
例
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

１)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ボ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
七
六
年
三
月
二
二
日
判
決)177

(

（
裁
判
例
︻
８
︼
）

は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
は
、
一
九
六
四
年
に
、
被
告
、
お
よ
び
、
被
告
の
当
時
の
夫
に
、
本
件
住
居
を
賃
貸
し
た
。
本
件
建
物
に
は
、
本
件
住
居

の
ほ
か
、
別
の
三
つ
の
住
居
、
な
ら
び
に
、
原
告
の
業
務
用
の
空
間
が
存
在
し
た
。
被
告
の
夫
が
死
亡
し
た
後
、
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
さ
し

あ
た
り
、
ひ
と
り
で
本
件
住
居
を
使
用
し
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
に
、
独
身
の
Ａ
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
以
後
、
Ａ
と
婚
姻
に
類
似
し

た
関
係
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
。
被
告
は
、
被
告
の
夫
の
死
亡
に
も
と
づ
く
被
告
の
年
金
請
求
権
が
喪
失
す
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
Ａ
と
婚
姻
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す
る
こ
と
を
意
図
し
な
か
っ
た
。
原
告
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
解
約
告
知
し
、
本
件
住
居
の
明
渡
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
被
告
は
、
反

訴
を
も
っ
て
、
本
件
住
居
に
Ａ
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
原
告
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
区
裁
判
所
は
、
原
告
の
明
渡
し
の
訴
え
を
認
容
し
た
た

め
、
被
告
は
、
地
方
裁
判
所
に
控
訴
し
た
。

　

本
件
住
居
に
Ａ
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
賃
借
人
の
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
ボ
ン
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を

踏
ま
え
て
、
結
論
と
し
て
、
﹁
婚
姻
し
て
い
な
い
使
用
賃
貸
借
の
当
事
者
が
独
身
の
第
三
者
と
あ
る
住
居
に
お
い
て
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
を
賃
貸

人
が
そ
の
意
思
に
反
し
て
許
容
す
る
こ
と
は
、
い
な
か
る
場
合
に
も
、
賃
貸
人
に
要
求
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
﹂)178

(

、
と
判
断
し
た
。

　

地
方
裁
判
所
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
諸
々
の
状
況
お
よ
び
利
益
を
比
較
衡
量
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
と
の
婚
姻
に
類
似
し

た
関
係
を
続
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
借
人
の
利
益
が
、
自
己
の
倫
理
的
な
見
解
を
押
し
通
す
こ
と
に
つ
い
て
の
賃
貸
人
の
利
益
に
対
し
て
凌
駕

す
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

﹁
か
つ
て
の
性
的
な
タ
ブ
ー
が
広
範
に
撤
廃
さ
れ
、
性
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
公
然
と
論
究
さ
れ
る
話
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
現
代
に
お
い
て
は
、

広
い
範
囲
の
倫
理
的
な
考
え
が
変
化
し
、
そ
の
こ
と
は
、
部
分
的
に
、
立
法
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
個
々
の
性
に
関
す
る
行
為
の
犯
罪

性
を
取
り
除
く
こ
と
に
も
表
れ
た
・
・
・
・
。
そ
れ
と
と
も
に
、
確
か
に
、
存
在
す
る
婚
姻
の
範
囲
外
で
の
性
に
関
す
る
行
為
は
、
決
し
て
、
倫
理

的
に
非
難
の
余
地
の
な
い
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
婚
姻
に
よ
る
共
同
生
活
と
同
価
値
の
、
同
じ
や
り
方
で
保
護
に
値
す
る
形

態
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
者
が
独
身
で
あ
る
場
合
、
婚
姻
が
男
女
の
共
同
生
活
の
唯
一
容
認
さ
れ

た
形
態
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
、
す
べ
て
の
国
民
層
の
一
般
大
衆
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
、
お
よ
び
、
個
々
の
宗
派
に
い
た
る
ま
で
の
考
え
方

が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
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・
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・

　

し
か
し
、
婚
姻
も
、
二
人
の
異
性
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
共
同
生
活
も
、
存
在
す
る
法
秩
序
お
よ
び
社
会
秩
序
に
反
し
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
、

両
者
の
対
立
す
る
倫
理
的
見
解
の
い
ず
れ
も
が
、
他
方
に
対
し
て
、
優
位
に
あ
り
、
貫
徹
で
き
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し

ろ
、
両
者
の
対
立
す
る
倫
理
的
見
解
は
、
同
様
に
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賃
貸
人
は
、
使
用
賃
貸
借
契
約
の
両
当
事
者
の
状
況

お
よ
び
利
益
に
か
か
わ
り
な
く
、
自
己
の
倫
理
的
な
見
解
を
、
賃
借
人
の
見
解
に
対
し
て
押
し
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
当
該
内
縁
関
係
の
断

念
、
ま
た
は
、
当
該
賃
借
住
居
の
明
渡
し
を
賃
借
人
に
強
い
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
他
方
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
の
正
当
な
利
益
に
対
立

す
る
場
合
、
賃
貸
人
の
意
思
に
反
し
て
、
自
己
の
見
解
を
押
し
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

諸
々
の
状
況
の
比
較
衡
量
は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
を
継
続
し
、
Ａ
と
の
婚
姻
に
類
似
し
た
関
係
を
続
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
被
告
の
利
益
が
、
自
己
の
倫
理
的
な
見
解
を
押
し
通
す
こ
と
に
つ
い
て
の
原
告
の
利
益
に
対
し
て
凌
駕
す
る
と
い
う
確
認
へ
と
至
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
原
告
は
、
自
己
の
倫
理
的
な
見
解
の
ほ
か
に
、
許
可
の
拒
絶
の
た
め
の
注
目
す
べ
き
ど
ん
な
種
類
の
理
由
も
申
し
立
て
な
か
っ
た
。

原
告
は
、
多
数
の
賃
借
住
居
の
所
有
権
者
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
賃
借
住
居
に
お
い
て
、
法
と
秩
序
、
お
よ
び
、
倫
理
の
維
持
の
た
め
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
原
告
の
論
拠
は
、
単
に
、
自
己
の
見
解
の
優
位
を
認
め
、
貫
徹
す
る
こ
と
に
対
す
る
請
求
権
を
含
む
。
そ
の
こ
と
を
超
え

て
、
被
告
と
Ａ
と
の
共
同
生
活
か
ら
、
侵
害
的
な
有
害
性
や
迷
惑
行
為
、
住
民
の
な
か
で
の
原
告
の
名
声
の
誹
謗
、
あ
る
い
は
、
実
体
的
な
損
害
へ

と
至
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
危
惧
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
明
ら
か

で
も
な
か
っ
た
。

　

被
告
と
Ａ
が
、
少
な
く
と
も
半
年
、
同
じ
階
層
の
隣
り
合
わ
せ
で
、
原
告
の
か
つ
て
の
業
務
執
行
者
と
生
活
し
て
い
た
が
、
原
告
の
か
つ
て
の
業
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務
執
行
者
は
Ａ
が
恒
常
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
も
す
で
に
、
両
者
が
な
ん
と
い
う
控
え
め
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
は
、
当
該
内
縁
関
係
に
よ
っ
て
、
原
告
が
疑
う
余
地
な
く
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
こ
ろ
の
頻
繁
な
男
性
の
訪
問
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
以
上
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
原
告
は
、
ま
た
、
本
件
建
物

ま
た
は
原
告
の
ほ
か
の
建
物
に
居
住
す
る
他
の
賃
借
人
ら
が
、
被
告
の
内
縁
関
係
を
理
由
と
し
て
、
苦
情
を
述
べ
て
原
告
に
問
い
合
わ
せ
た
こ
と
を

申
し
立
て
な
か
っ
た
。
同
様
に
、
た
と
え
ば
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
自
然
人
間
の
密
接
な
空
間
的
関
係
の
も
と
で
、
賃
貸
人
に
よ
っ
て
倫
理
的
に
拒

否
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
人
的
な
共
同
生
活
の
形
態
と
賃
貸
人
が
常
に
直
面
す
る
こ
と
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
・
・
・
・
﹂)179

(

。

　

第
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(
１)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
一
九
八
〇
年
一
〇
月
二
七
日
判
決)180

(

は
、
次
の

よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
は
、
夫
が
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
後
、
は
じ
め
に
、
訪
問
の
形
で
、
婦
人
・
Ｆ
を
本
件
住
居
に
受
け
入
れ

た
。
婦
人
・
Ｆ
は
、
関
節
の
硬
直
に
苦
し
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
重
度
の
身
体
障
害
者
で
あ
っ
た
。
婦
人
・
Ｆ
は
、
病
気
に
も
と

づ
い
て
、
家
庭
に
お
け
る
他
人
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
た
。
被
告
と
婦
人
・
Ｆ
と
の
間
の
人
的
な
結
び
つ
き
は
、
し
だ
い
に
深
く
な
り
、
婦
人
・

Ｆ
は
、
被
告
の
意
思
に
も
と
づ
い
て
、
本
件
住
居
に
居
住
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
婦
人
・
Ｆ
は
、
本
件
使
用
賃
貸
借
関
係
か
ら
生
じ
る

費
用
の
支
払
い
に
協
力
し
た
。
他
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
被
告
の
恋
人
、
婦
人
・
Ｆ
の
恋

人
、
な
ら
び
に
、
他
の
友
達
ら
が
、
た
び
た
び
本
件
住
居
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

婦
人
・
Ｆ
へ
の
使
用
の
委
譲
に
つ
い
て
賃
借
人
で
あ
っ
た
被
告
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
区
裁
判
所
は
、
本
件

事
実
関
係
を
踏
ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
原
告
ら
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
否
定
し
た
。
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﹁
・
・
・
・
本
裁
判
所
は
、
婦
人
・
Ｆ
へ
の
使
用
の
委
譲
は
、
原
告
ら
に
と
っ
て
、
要
求
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
・
・
・
・

婦
人
・
Ｆ
が
時
々
恋
人
を
本
件
住
居
に
宿
泊
さ
せ
、
そ
の
恋
人
が
時
た
ま
友
達
ら
を
も
連
れ
て
き
た
と
い
う
状
況
に
意
義
は
な
か
っ
た
。
賃
貸
人
と

し
て
の
法
的
地
位
は
、
賃
貸
人
ま
た
は
隣
人
の
倫
理
的
な
考
え
を
賃
借
人
に
対
し
て
貫
徹
す
る
に
適
し
な
い
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
は
、
批
判
さ
れ

た
慣
行
に
よ
っ
て
、
隣
人
の
迷
惑
が
生
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
の
み
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
明
ら
か
に
、
本
件
で
は
生
じ
な

か
っ
た
﹂)181

(

。

　

最
後
に
、
典
型
的
な
事
案
で
は
な
い
が
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
以
外
の
理
由
に
あ
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ

た
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
と
し
て
、
さ
ら
に
、
す
で
に
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
の
二
つ
の
裁
判
例
を
み
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

２)
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
一
九
九
三
年
一
二
月
一
六
日
判
決)182

(

は
、
夫
の
死

亡
後
、
深
刻
な
経
済
的
状
況
に
陥
り
、
交
友
範
囲
か
ら
の
自
発
的
な
金
銭
的
援
助
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
本
件
住
居
の
賃
借
人
で
あ
っ

た
原
告
が
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
本
件
住
居
の
な
か
の
三
つ
の
部
屋
を
転
貸
借
す
る
こ
と
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
賃
貸
人
が
、
本
件
住
居
を
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
譲

渡
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

　

ハ
ン
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
は
、
原
告
は
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
に
対
し
て
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対
す
る
請
求
権
を
有
す
る

こ
と
を
認
め
た
が
、
さ
ら
に
、
﹁
被
告
が
本
件
住
居
を
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
譲
渡
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
い
う
状
況
は
、
本
件
転
貸

借
を
、
B
G
B
五
四
九
条
二
項
一
文
の
意
味
に
お
い
て
要
求
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
は
な
い
﹂)183

(

、
と
述
べ
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可

能
性
﹂
も
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
断
し
た
。
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第
二
に
、
す
で
に
Ⅱ
の
二
の
２
の(

２)

に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
二
月
七
日
決
定)184

(

は
、
次
の
よ
う

な
事
案
で
あ
っ
た
。

　

原
告
、
お
よ
び
、
本
件
訴
え
の
提
起
の
時
点
で
八
歳
の
息
子
、
な
ら
び
に
、
原
告
の
伴
侶
は
、
一
九
九
七
年
二
月
か
ら
、
被
告
ら
が
所
有
す
る
本

件
建
物
の
二
階
に
所
在
し
、
五
つ
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
本
件
住
居
を
賃
借
し
て
い
た
。
共
同
賃
借
人
で
あ
っ
た
伴
侶
は
、
一
九
九
八
年
五

月
に
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
が
、
原
告
は
、
一
九
九
八
年
九
月
に
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
の
許
可
を
得
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
婦
人
を

転
借
人
と
し
て
本
件
住
居
に
受
け
入
れ
た
。
こ
の
婦
人
は
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
、
本
件
住
居
か
ら
退
去
し
た
。
そ
の
後
、
原
告
は
、
新
た
に
、

二
〇
〇
〇
年
九
月
か
ら
、
原
告
が
ひ
と
り
で
賃
料
を
負
担
し
た
く
な
い
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
被
告
ら
に
対
し
て
、
新
た
な
転
借
人
、
お
よ

び
、
そ
の
一
八
歳
の
息
子
の
受
入
れ
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
被
告
ら
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し

た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
本
件
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
被
告
ら
は
、
本
件
訴
え
に
対
し
て
、
特
に
、
次
の
論

拠
を
も
っ
て
抗
弁
し
た
。
す
な
わ
ち
、
転
借
人
ら
の
居
住
に
よ
っ
て
予
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
騒
音
の
侵
害
│
た
と
え
ば
、
遊
び
友
達
と
は
し
ゃ
ぎ
騒

ぐ
こ
と
、
足
音
の
響
き
、
音
楽
、
お
よ
び
、
あ
ち
こ
ち
と
跳
び
は
ね
る
こ
と
等
│
が
、
音
を
遮
断
し
な
い
本
件
建
物
に
お
い
て
、
一
階
の
居
住
者
と

し
て
の
被
告
ら
に
と
っ
て
、
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

本
件
転
貸
借
に
つ
い
て
賃
借
人
で
あ
っ
た
原
告
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
地
方
裁
判
所
は
、
本
件
事
実
関
係
を
踏

ま
え
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
賃
貸
人
で
あ
っ
た
被
告
ら
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
否
定
し
た
。

　

﹁
転
借
人
お
よ
び
転
借
人
の
息
子
が
本
件
住
居
に
居
住
す
る
こ
と
が
要
求
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
被
告
ら
の
抗
弁
は
、
明
ら
か
に
、
正
し

く
な
い
。
隣
人
間
で
は
静
か
に
す
る
必
要
性
に
対
し
て
、
音
を
遮
断
し
な
い
本
件
建
物
に
お
い
て
高
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
配
慮
が
要
求
さ
れ
て
い
る
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の
で
あ
る
か
ら
、
賃
借
人
は
、
子
供
ら
、
な
い
し
、
青
少
年
ら
が
適
切
に
振
舞
う
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
、
こ
の
よ
う
な

義
務
を
な
お
ざ
り
に
す
る
と
い
う
理
論
上
の
可
能
性
だ
け
が
、
要
求
不
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
被
告
ら
は
、
原

告
の
未
成
年
の
子
供
に
か
ん
が
み
て
、
本
件
住
居
を
原
告
に
は
じ
め
に
全
く
委
譲
し
て
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
階
段
室
お
よ
び
本
件
住
居
に

お
い
て
足
音
が
認
め
ら
れ
う
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
限
り
、
音
を
遮
断
し
な
い
本
件
建
物
に
お
い
て
居
住
し
て
い
る
賃
貸
人
が
甘
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
物
音
が
問
題
で
あ
る
。
本
件
住
居
の
賃
貸
の
時
点
に
お
い
て
、
三
人
の
居
住
に
関
し
て
、
懸
念
も
な
か
っ
た
。
今
や
第
四

の
（
成
人
し
た
）
人
の
居
住
を
も
っ
て
、
要
求
し
得
る
こ
と
の
限
界
が
足
音
の
響
き
に
関
し
て
越
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
全
く
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
﹂)185

(

。

Ⅳ　

総
括
と
日
本
法
へ
の
示
唆

　

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
居
転
貸
借
法
の
基
本
的
な
仕
組
み
の
例
外
な
い
し
原
則
の
調
整
に
あ
た
る
規
定
で
あ
る
と
こ
ろ

の
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
に
関
す
る
裁
判
例
を
対
象
と
し
、
日
本
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
の
再
構
成
を
模
索
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け

る
判
断
枠
組
み
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
の
一
文
と
二
文
に
対
応
す
る
形
で
、
一
方
に
お
い
て
、
住
居
の
転

貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
、
他
方
に
お
い
て
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
と
い
う
対
立
す
る
構
造
に

お
い
て
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
を
把
握
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。

　

最
後
に
、
こ
こ
で
は
、
日
本
法
へ
の
示
唆
と
い
う
観
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
を
総
括
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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Ⅱ
に
お
い
て
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
に
関
す
る
裁
判
例
、
す
な
わ
ち
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
一
文
に
お
け

る
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

ま
ず
、
基
本
と
な
る
二
つ
の
裁
判
例
が
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
の
重
要
な
点
は
、
次
の
三
点

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
、
当
該
住
居
に
第
三
者
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
賃
借
人
の
単
な
る
願
望
で
は
満

た
さ
れ
な
い
が
、
当
該
住
居
の
一
部
を
第
三
者
に
委
譲
す
る
と
い
う
賃
借
人
の
願
望
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
の
筋
の

通
っ
た
理
由
が
賃
借
人
の
側
に
存
在
す
る
場
合
、
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
に
対
し
て
立
て
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
求
は
過
度
に
緊
張
さ
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
一
文
（
旧
五
四
九
条
二
項
一
文
前

段
）
の
規
整
の
目
的
は
、
賃
借
人
が
賃
借
住
居
を
部
分
的
に
他
人
の
使
用
に
委
譲
し
た
い
場
合
に
も
賃
借
人
の
た
め
に
当
該
使
用
賃
貸
借
関
係
を
維

持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
B
G
B
の
目
的
が
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
、
お
よ
び
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要

求
不
可
能
性
﹂
と
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
の
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
と
い
う
概
念
を
解
釈
す
る
た

め
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
妥
当
し
て
い
る
法
秩
序
お
よ
び
社
会
秩
序
が
基
準
と
な
る
が
、
特
に
、
民
法
の
一
般
条
項
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ

ろ
の
基
本
権
の
価
値
秩
序
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
賃
借
人
が
個
人
的
な
理
由
か
ら
第
三
者
と
と
も
に
共
同
体
に

お
い
て
生
活
す
る
と
い
う
決
定
は
、
一
般
的
な
人
格
権
の
一
部
と
し
て
、
憲
法
自
体
が
一
般
的
な
自
由
権
の
行
使
に
加
え
て
い
る
制
限
を
越
え
な
い

限
り
、
基
本
権
の
保
護
（
基
本
法
一
条
一
項
一
文
、
二
条
一
項
）
を
享
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案
を
、
四
つ
の
類
型
に
分
け
て
考
察
し
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
借
人
の
﹁
正
当

な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
は
、
賃
借
人
の
側
に
、
純
粋
に
個
人
的
な
人
生
形
成
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
（
第
一
の
類
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型
）
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
（
第
二
の
類
型
）
、
家
族
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
（
第
三
の
類
型
）
、
お
よ
び
、
そ

の
他
の
観
点
か
ら
必
要
性
が
あ
る
場
合
（
第
四
の
類
型
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
四
つ
の
各
々
の
類
型
に
お
い
て
、
裁
判
例
の
数
の
多
寡
は
認
め

ら
れ
た
も
の
の
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
は
、
決
し
て
例
外
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一

見
、
賃
借
人
の
側
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断

し
た
裁
判
例
も
あ
っ
た
。

　

第
一
の
類
型
に
お
い
て
は
、
①
賃
借
人
が
、
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
個
人
的
な
理
由
や
必
要
性
か
ら
、
第
三
者
と
住
居
共
同
体

を
形
成
し
た
い
場
合
、
②
賃
借
人
が
、
自
己
の
人
生
形
成
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
婚
姻
に
類
似
し
た
、
な
い
し
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
生
活
共
同
体
や

何
ら
か
の
生
活
共
同
体
を
第
三
者
と
形
成
し
た
い
場
合
、
③
賃
借
人
が
、
自
由
意
思
に
も
と
づ
い
て
、
自
己
の
職
業
活
動
を
制
限
し
、
他
の
活
動
を

追
求
し
た
い
場
合
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
が
存
在
し
た
。

　

第
二
の
類
型
に
お
い
て
は
、
①
複
数
の
賃
借
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
（
な
い
し
数
人
）
が
当
該
賃
借
住
居
か
ら
退
去
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
借
人

の
側
に
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、
②
賃
借
人
が
当
該
賃
借
住
居
以
外
の
場
所
に
も
居
住
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
の
側
に
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、
③
賃
借
人
の
経
済
的
な
状
態
が
、
賃
借
人
の
失
業
、
退
職
、

配
偶
者
の
死
亡
等
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
借
人
の
側
に
、
経
済
的
な
観
点
か
ら
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利

益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
が
存
在
し
た
。
さ
ら
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
②
の
場
合
、
賃
借
人
が
当
該
賃
借
住
居
に
な
お
自
己
の

生
活
の
中
心
点
を
有
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

　

第
三
の
類
型
に
お
い
て
は
、
典
型
的
に
は
、
賃
借
人
の
側
に
、
家
族
的
な
観
点
か
ら
、
賃
借
人
の
兄
弟
姉
妹
、
両
親
等
が
当
該
賃
借
住
居
に
受
け
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入
れ
ら
れ
る
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
が
存
在
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
賃
借
人
が
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
母
親
と
し
て
、
他
の
人
と
と
も
に
共
同
で
、
子
供
ら
を
育
て
、
子
供
ら
の
世
話
を
す
る
た
め
に
、
第
三
者
と
そ
の
娘
を
当
該
賃
借

住
居
に
受
け
入
れ
た
場
合
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
裁
判
例
も
あ
っ
た
。

　

第
四
の
類
型
に
お
い
て
は
、
①
賃
借
人
夫
婦
の
別
居
に
よ
っ
て
家
族
が
縮
小
し
た
結
果
、
当
該
賃
借
住
居
の
空
間
の
一
部
が
空
い
た
場
合
、
②
賃

貸
人
が
賃
借
人
に
転
貸
借
を
許
可
し
た
後
、
当
該
転
借
人
が
、
さ
ら
に
、
伴
侶
、
お
よ
び
、
そ
の
息
子
を
当
該
賃
借
住
居
の
一
部
に
受
け
入
れ
た

が
、
賃
借
人
が
当
該
転
貸
借
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
場
合
、
③
二
人
の
娘
ら
の
退
去
の
後
当
該
賃
借
住
居
に
ひ
と
り
で
居
住
し
て
い

た
と
こ
ろ
の
比
較
的
高
齢
の
賃
借
人
が
、
当
該
転
貸
借
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
確
保
で
き
、
さ
ら
に
、
自
己
の
孤
立
し
た
状
態
を
緩
和

で
き
る
場
合
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
が
存
在
し
た
。

　

他
方
、
Ⅲ
に
お
い
て
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
に
関
す
る
裁
判
例
、
す
な
わ
ち
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
二
文

に
も
と
づ
く
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
を
め
ぐ
る
裁
判
例
を
考
察
し
た
。

　

ま
ず
、
基
本
と
な
る
二
つ
の
裁
判
例
が
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
と
い
う
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
た
と
こ
ろ
の
重
要
な
点

は
、
次
の
四
点
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
賃
貸
人
の
諸
々
の
利
益
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能

性
﹂
と
い
う
概
念
に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
に
お
い
て
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
利
益
の
正
当
な
調
整

が
実
現
さ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二

つ
の
場
合
（
﹁
そ
の
第
三
者
に
重
大
な
事
由
が
存
在
す
る
場
合
﹂
、
お
よ
び
、
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
）
以
外
の
理
由

は
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
に
対
応
す
る
重
要
性
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
三
に
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
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﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
は
あ
ま
り
に
容
易
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
点
は
、
そ
の
と
き
ど
き
の
個
々
の
事
案
の
事
実
関
係
に
依
存
す
る
こ
と
、
第
四
に
、
賃
貸
人
の
権
利
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能

性
﹂
と
い
う
概
念
に
も
と
づ
い
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
賃
貸
人
は
、
基
本
法
二
条
一
項
に
も
と
づ
く
契
約
の
自
由
に
対
す
る
賃
貸
人
の
権
利
、

お
よ
び
、
基
本
法
一
四
条
一
項
一
文
に
も
と
づ
く
賃
貸
人
の
所
有
権
の
自
由
な
処
分
可
能
性
を
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
案
を
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
二
文
の
条
文
に
対
応
す
る
形

で
、
B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
以
外
の
理
由
に
分
け
て
考
察
し
た
。

　

B
G
B
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
二
つ
の
場
合
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
理
由
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
結
論

と
し
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
否
定
す
る
裁
判
例
が
大
半
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
賃
貸
人
が
、
も
っ
ぱ
ら
、
転
借
人
と

し
て
の
外
国
人
の
出
自
を
理
由
と
し
て
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
場
合
、
②
賃
貸
人
が
、
転
借
人
の
賃
料
の
支
払
い
能
力
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
場
合
、
③
転
貸
借
に
よ
っ
て
、
一
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ

で
、
五
つ
と
半
分
の
部
屋
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
当
該
賃
借
住
居
が
、
三
人
の
成
人
ら
と
二
人
の
子
供
ら
に
よ
っ
て
居
住
さ
れ
る
に
至
っ
た
場
合

（
﹁
そ
の
住
居
に
過
度
に
人
員
が
配
置
さ
れ
る
場
合
﹂
を
め
ぐ
る
代
表
的
な
裁
判
例
の
事
案
）
、
④
賃
貸
人
が
、
自
己
の
倫
理
的
な
考
え
に
も
と
づ

い
て
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
を
拒
絶
し
た
場
合
、
⑤
賃
貸
人
が
、
当
該
賃
借
住
居
を
賃
貸
さ
れ
て
い
た
状
態
に
お
い
て
譲
渡
す
る
こ
と
を

意
図
し
た
場
合
、
⑥
賃
貸
人
が
、
転
借
人
ら
の
居
住
に
よ
っ
て
予
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
騒
音
の
侵
害
を
理
由
と
し
て
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付

与
を
拒
絶
し
た
場
合
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
を
否
定
し
た
裁
判
例
が
存
在
し
た
。

　

以
上
の
Ⅱ
と
Ⅲ
に
お
け
る
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
は
、
日
本
法
へ
の
示
唆
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
特



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

五
四

徴
を
有
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
日
本
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
と
は
異
な
り
、
転
貸
借
を
め
ぐ
っ
て
、
二
段
階
の
審
理
が
な
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
っ
て
、
賃
借
人
に
よ
る
許
可
の
請
求
に
関
し
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当

な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
﹁
筋
の
通
り
、
あ
と
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
理
由
﹂
と
い
う
均
衡
を

保
つ
た
め
の
定
式
、
B
G
B
五
五
三
条
一
項
一
文
の
規
整
の
目
的
、
な
ら
び
に
、
民
法
の
一
般
条
項
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
の
基
本
権
の

価
値
秩
序
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
が
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
裁
判
例
は
、
決
し
て
例
外
的
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
っ
て
、
賃
貸
人
に
よ
る
許
可
の
拒
絶
に
関
し
て
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の

﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
が
判
断
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
の
利
益
の
正
当
な
調
整
の
実
現
が
目
指

さ
れ
る
が
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
の
﹁
要
求
不
可
能
性
﹂
は
あ
ま
り
に
容
易
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
稿
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
裁
判
例
の
実
証
的
な
考
察
か
ら
、
筆
者
に
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
無
断
転
貸
を
理
由
と
す
る
賃
貸
人
の
無
催
告

の
解
除
権
を
例
外
的
に
制
限
す
る
法
理
が
形
成
さ
れ
て
い
る
日
本
法
と
は
異
な
り
、
よ
り
説
得
力
の
あ
る
判
断
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
現
在
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
日
本
法
に
お
け
る
﹁
信
頼
関
係
破
壊
﹂
法
理)186

(

に
代
わ
る
新
た
な
法
理
、
新
た
な
法
規
範
を
模
索
す
る
に
際

し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
判
断
枠
組
み
は
十
分
参
照
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



西
南
学
院
大
学
法
学
論
集　
　

第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

五
五

（
111
）L

G
 B

erlin G
E

 1991,879(JU
R

IS).

（
112
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.111).

（
113
）L

G
 K

assel W
uM

 1989,72.

（
114
）
本
決
定
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注(

２)

九
六
頁
以
下
参
照
。

（
115
）L

G
 K

assel W
uM

(F
n.113),S.73.

（
116
）
裁
判
例
︻
６
︼
。

（
117
）L

G
 K

assel W
uM

(F
n.113),S.73.

（
118
）B

ayO
bL

G
 N

JW
 1998,1324.

（
119
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1325.

（
120
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1325.

（
121
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1325.

（
122
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1325f.

（
123
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1326.

（
124
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1326.

（
125
）B

ayO
bL

G
 N

JW
(F

n.118),S.1326.

（
126
）A
G

 H
am

burg W
uM

 1985,87-88(JU
R

IS).



住
居
の
転
貸
借
を
め
ぐ
る
許
可
の
請
求
と
そ
の
拒
絶
（
三
・
完
）

五
六

（
127
）A

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.126).

（
128
）A

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.126).

（
129
）
ま
た
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
が
、
賃
借
人
の
幼
児
の
世
話
を
も
手
伝
う
こ
と
に
な
る
場
合
に
お
い
て
、
転
貸
借
の
た
め
の
許
可
の
付
与
に
対

す
る
請
求
権
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
八
年
一
二
月
二
〇
日
判
決
（L

G
 B

erlin M
M

 1989,N
r 5,27(JU

R
IS)

）

も
、
類
似
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
で
あ
る
。

（
130
）L

G
 F

rankfurt W
uM

 1981,39-40(JU
R

IS).

（
131
）L

G
 F

rankfurt W
uM

(F
n.130).

（
132
）A

G
 H

am
burg-B

lankenese W
uM

 1985,88(JU
R

IS).

（
133
）A

G
 H

am
burg-B

lankenese W
uM

(F
n.132).

（
134
）A

G
 H

am
burg W

uM
 1990,500.

（
135
）A

G
 H

am
bu

rg W
u

M
(F

n
.134),S

.500.

ま
た
、
賃
借
人
の
空
間
の
必
要
性
が
、
当
該
賃
借
住
居
か
ら
の
妻
の
退
去
に
よ
っ
て
減
少
し
た
た

め
、
賃
借
人
が
、
転
借
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
り
の
生
活
に
と
も
な
う
諸
々
の
困
難
に
対
処
し
た
か
っ
た
と
い
う
場
合
、

当
該
転
貸
借
に
つ
い
て
、
賃
借
人
の
﹁
正
当
な
利
益
﹂
を
認
め
た
と
こ
ろ
の
、
ベ
ル
リ
ン
地
方
裁
判
所
一
九
八
三
年
九
月
七
日
判
決
（L

G
 

B
erlin G

E
 1983,1111(JU

R
IS)

）
も
、
類
似
の
民
事
裁
判
所
の
裁
判
例
で
あ
る
。

（
136
）O

L
G

 H
am

m
 O

L
G

Z
(F

n.28),S.493.

（
137
）O
L

G
 H

am
m

 O
L

G
Z

(F
n.28),S.493.
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第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

五
七

（
138
）O

L
G

 H
am

m
 O

L
G

Z
(F

n.28),S.494.

（
139
）O

L
G

 H
am

m
 O

L
G

Z
(F

n.28),S.494f.

（
140
）O

L
G

 H
am

m
 O

L
G

Z
(F

n.28),S.496.

（
141
）B

G
H

Z
(F

n.38),S.220.

（
142
）B

G
H

Z
(F

n.38),S.222.

（
143
）L

G
 K

öln W
uM

 1978,50(JU
R

IS).

（
144
）L

G
 K

öln W
uM

(F
n.143).

（
145
）L

G
 K

öln W
uM

(F
n.143).

（
146
）L

G
 B

erlin N
JW

-R
R

(F
n.93).

（
147
）L

G
 B

erlin N
JW

-R
R

(F
n.93),S.1290.

（
148
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.105).

（
149
）L

G
 B

erlin W
uM

(F
n.105),S.345.

（
150
）L

G
 B

erlin N
Z

M
 2002,947.

（
151
）L

G
 B

erlin N
Z

M
(F

n.150),S.948.

（
152
）Staudinger/E

m
m

erich(F
n.5),

§553 R
n.13;Schm

idt-F
utterer/B

lank(F
n.5),

§553 R
n.13.

（
153
）A
G

 H
am

burg W
uM

(F
n.126).
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転
貸
借
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め
ぐ
る
許
可
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請
求
と
そ
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拒
絶
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三
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完
）

五
八

（
154
）A

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.126).

（
155
）A

G
 T

iergarten W
uM

 1985,88(JU
R

IS).

（
156
）A

G
 T

iergarten W
uM

(F
n.155).

（
157
）A

G
 T

iergarten W
uM

(F
n.155).

（
158
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.60).

（
159
）L

G
 B

erlin G
E

(F
n.60).

（
160
）L

G
 K

assel W
uM

(F
n.113).

（
161
）L

G
 K

assel W
uM

(F
n.113),S.73.

（
162
）A

G
 W

edding G
E

(F
n.49).

（
163
）A

G
 W

edding G
E

(F
n.49).

（
164
）A

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.134).

（
165
）A

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.134),S.500.

（
166
）A

G
 B

ielefeld W
uM

(F
n.73).

（
167
）A

G
 B

ielefeld W
uM

(F
n.73),S.122.

（
168
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
 1983,48.

（
169
）O
L

G
 H

am
m

 N
JW

(F
n.168),S.48.
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第
四
七
巻　
　

第
一
号
（
二
〇
一
四
年　

五
月
）

五
九

（
170
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
(F

n.168),S.48.

（
171
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
(F

n.168),S.49.

（
172
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
 1992,513.

（
173
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
(F

n.172),S.513.

（
174
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
(F

n.172),S.514f.

（
175
）O

L
G

 H
am

m
 N

JW
(F

n.172),S.515.

（
176
）
な
お
、
上
級
地
方
裁
判
所
は
、
引
き
続
い
て
、
さ
ら
に
特
殊
な
事
情
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
外
的
な
取
扱
い
が
必
要
と
さ
れ
る
事
案

も
あ
り
う
る
こ
と
を
付
言
す
る
。

（
177
）L

G
 B

onn N
JW

(F
n.56).

（
178
）L

G
 B

onn N
JW

(F
n.56),S.1691.

（
179
）L

G
 B

onn N
JW

(F
n.56),S.1691.

（
180
）A

G
 F

riedberg W
uM

(F
n.65).

（
181
）A

G
 F

riedberg W
uM

(F
n.65).

（
182
）L

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.107).

（
183
）L

G
 H

am
burg W

uM
(F

n.107),S.203.

（
184
）L
G

 F
reiburg W

uM
(F

n.87).



住
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を
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ぐ
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許
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三
・
完
）

六
〇

（
185
）L

G
 F

reiburg W
uM

(F
n.87),S.371.

（
186
）
今
日
に
お
け
る
﹁
信
頼
関
係
破
壊
﹂
法
理
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
吉
政
・
前
掲
注(

６)

三
二
頁
以
下
参
照
。


